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    私と道の駅
    ■道の駅をまわりはじめたきっかけ！


 


私が道の駅巡りを始めた直接のきっかけは、私の会社時代の先輩の車の後ろに貼ってあった、“北海道道の駅完全制覇” というステッカーを見たことです。


先輩は私より１０歳ほど年長ですが、会社を定年退職後ワゴン車を改造して全国を回っており、毎年４月から９月までの半年で全国を回り、残りの半分は九州の自宅で暮らす生活を何年も続けていました。


その人から道の駅で寝泊まりしているという話を聞き、スタンプラリーの存在を知り、それなら自分もとりあえず地元である九州から始めてみようと思い立ったのです。



■一つ達成すると欲が出る！


 


九州のスタンプブックを買って最初に回り始めたのが2006年12月です。


九州は沖縄の他に、五島列島、奄美大島といった離島がある為多少ハードルが高いのですが、それでも１年半で完全制覇を達成しました。


私は九州で生まれ育ち、旅行やドライブが好きなので大抵どこでも行ったつもりだったのですが、道の駅巡りを始めて気づいたことは、知らない土地がいくらでもあったということです。


つまり、観光地などの 「点」 と、そこに至る 「線」 は誰でも行くけれど、道の駅を巡ることによって、地方の隅々まで 「面」 に近く、ほぼくまなく回ることができるということです。


丁度仕事の第一線を退き自由な時間が増えたこともあって、今度は全国をくまなく隅々まで回ってみたい、という願望が芽生えてきたのです。



■私の旅の方法！


 


現在も仕事は続けていますし、家庭の事情もあって、長く家を空けることはできません。
ですから、１回に５日前後の旅を年間３～４回続けているのが現在のパターンです。


遠方の場合は飛行機で現地に飛んで、レンタカーを借ります。
フェリーで行ける近畿や四国は、一部自分の車を使いました。
直接車で走れるのは、九州内と中国の山口、広島、島根あたりまでです。



よく費用のことを聞かれますが、遠方の場合、JALやANAの航空機、ホテル、レンタカーがパックになったツアーがあり、今までの経験でこれが最も安く行ける方法です。


パックツアーは時期とホテルで値段は大きく異なりますから、最も安い時期で日程を組み、ホテルは寝るだけと割り切って、一番安いビジネスホテルを選びます。


パックを使わないところは、すべてネットで最安の方法を探します。
年間に数多く旅をする為には、１回あたりの費用を如何にして抑えるか、これは常に腐心している事です。



私の場合は車中泊は今ではほとんどやりませんが、人それぞれ、仕事や家庭の事情がありますから、自分にあった旅のスタイルを見つけることが、長く続ける方法かと思います。 


 


 


 


 













    この本の内容について
     ■選定の基準


 


全国を道の駅の管轄によって９のブロックに分け、全国１００カ所を選びました。
これを次のように東日本版と西日本版の二つに分けています。


　東日本版：北海道、東北、関東、中部の５２か所の道の駅
　西日本版：北陸、近畿、中国、四国、九州・沖縄の４８か所の道の駅



選定の基準は、それぞれの道の駅の特徴を書き出し、その内容で判断しました。
要するにもう一度行ってみたいと思わせる、他と違った何らかの個性のある道の駅を優先しました。


 
■あくまで個人の勝手な評価です


 


これは、あくまでも私個人の主観的な感想です。
訪問した曜日、時間帯、その日のお天気によっても道の駅の印象は大きく違ってくるものです。


更に私自身の好みでも印象が左右されますから、選考には不公平があり、
あくまでも参考意見であることをあらかじめご了承下さい。


 
■この本の内容


 


私は2008年12月から「全国の“道の駅”完全制覇の夢！」というブログで


全国制覇の過程を発信してきました。



この本は、その記事の中からもう一度行きたいと思った道の駅を抜粋しています。


従って訪問した日時はばらばらですし、文章の中で前後が繋がらないものもあると思います。
訪問日が古いものは現状とは異なった記事があるかもしれませんので、ご了承下さい。


 













    道の駅富士見
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■道の駅名称：　富士見
　
■都道府県：北海道（道北）
　
■道の駅の特徴
　・日本海おろろんラインのドライブコースの途中にあり
　・更に北上すると「サロベツ原野」に至り、北海道らしい絶景を満喫できる世界
　・小高いレストランからは利尻富士を眺めながらグルメを満喫できる
　・道の駅の施設もおしゃれな建物群で構成
 
■訪問レポート


[image: ]北海道縦断２日目：とんがり屋根が目印！“富士見”


訪問日：2017-06-22


 


日本海オロロンラインを更に南下して


道の駅富士見　へやってきました。


 


[image: ]
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“道の駅てしお” からの距離は20ｋｍ程ですから、２０分前後で到着しました。


ここは、“遠別町（えんべつ）” という人口が２８００人ほどの町です。


 


この付近の町の名前はあんまり馴染みがないと思いますが、分かり易い地図があったのでご紹介しておきましょう。
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（西北海道情報誌より地図画像借用）


 


前回訪問した 「天塩町」 から南に下って、「遠別町」 「初山別村（しょさんべつ）」 「羽幌町（はぼろ）」 「苫前町（とままえ）」 「小平町（おびら）」 「留萌市（るもい）」 「増毛町（ましけ）」 と続きます。


 


これら１市、７町村をまとめて “留萌管内” と呼ばれます。


これらの町村の大半にそれぞれ道の駅があるのが嬉しいですね。


 


[image: ]


[image: ]


 


ご覧のように、道の駅の駐車場から階段を上った小高い丘の上に、とんがり屋根のタワーがあります。


これが “とんがりかん” という道の駅のレストランです。


 


このレストラン、もちろん階段を上らなくて車で直接行くこともできます。


丘の上なので、天気が良ければ日本海上に “利尻富士” まで見える、絶好のロケーションです。


 


海鮮料理がメインの和風レストランですが、遠別町特産の “ヒラメ” を使った “ヒラメ漬け丼” なども季節限定で提供されます。


“ヒラメ” は平成20年には漁獲量で北海道一にもなっており、定期的な稚魚の放流など、自然を守ることへの取り組みも続けられています。
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この左右にある階段の中央は、前回来た時は滝のように水が流れていました。


この日は朝から雨が降ったりとか、天気があまり良くないので止まっているのだと思います。
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レストランから見下ろしたのが、この2枚の写真です。


 


丸いとんがり屋根は、“さわやかトイレ” で、その奥のいくつかの建物は、“物産館”　“テイクアウト”　”食事処” などです。
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この全体図の、（Ａ） のところがレストランとんがりかんで、（Ｂ） がさわやかトイレ、（Ｆ） が、先ほどの物産館やテイクアウトです。
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物産館あたりから見たとんがりかんがこの写真です。
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レストランへの土手の斜面に、なにやら大きなキャラクターが描かれています。
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 （遠別町パンフレットより画像借用）


 


これが遠別町のマスコットキャラクター “モモちん” ですが、遠別町の森に棲むエゾモモンガです。


 


もうひとつ遠別町の特産を紹介すると、それは “お米” です。


実は遠別町は日本最北の米どころであり、日本最北の農業高校もこの町にあります。


もち米が主に作られていますが、それを原料とした日本酒も人気があります。


 


ところでこの道の駅、周辺を紹介すると次のようになっています。
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 （パンフレットより地図画像借用）


 


道の駅のすぐ横の坂道を上って行くと、４１ヘクタールという広大な “富士見ヶ丘公園” が広がっており、特に春は桜の名所としても有名です。


 


ここにはキャンプ場、ケビン、バーベキューハウス、アスレチック、パークゴルフ場などが整備され、町民の憩いの場所になっているのです。


 


公園の周囲の森林は “鳥獣保護区” であり、バードウォッチングや散策を楽しめます。


先ほどの “モモちん” のモモンガもここに棲んでいるのだろうと思います。


 


私たちは、ここの食事処で軽く腹ごしらえをしたあと、次の道の駅を目指しました。
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    道の駅おびら鰊番屋（にしんばんや）
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■道の駅名称：　おびら鰊番屋（にしんばんや）
　
■都道府県：　北海道（道北）
　
■道の駅の特徴
　・日本海オロロンラインに面しシンボルとなるトワイライトアーチが美しい
　・日本海に面したこの一帯のドライブコースは絶景の連続
　・昭和３０年代まで大量の鰊が獲れ、当時の網元の栄華な暮らしを再現
　・旧花田家の鰊番屋は国の重要文化財であり、ニシン漁史資料を展示
　・２０１５年４月にリニューアルし、土産物売り場や食事処が更に充実した
 
■訪問レポート


[image: ]北海道縦断２日目：２年前にリニューアル！“おびら鰊番屋”


訪問日：2017-06-22


 


次に向かったのは、私が是非もう一度行ってみたかった


道の駅おびら鰊番屋（にしんばんや）　です。
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“小平町” までにはいくつかの町村を通って行きますが、途中ご覧のように３つの道の駅があります。


時間の都合で全部は立ち寄れないので、前回特に印象に残ったここを目的地にしたのです。


 


道の駅富士見からの距離は６９ｋｍありますから、１時間２０分程かかりました。


 


でもこのルート、日本海オロロンラインの中でも特に景色の美しい場所です。


片方は日本海の大海原で、所々に広大なビーチが広がります。


山側は美しい丘が続き、そこには真っ白な風力発電の風車がいくつも並んでゆっくり回転しています。


 


残念ながらこの日は時々雨が降っており、前回通った時ほどの感動は無かったけれど、北海道有数のドライブコースには違いないと思います。
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道の駅の道路を挟んだ海側には、“にしん文化歴史公園” があります。


このアーチは “夕陽” をイメージしているそうですが、右手に建っている像は、北海道の名付け親といわれる、“松浦武四郎” です。


 


ここも晴れていればもっと綺麗なんです。
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これは８年前に撮ったものですが、やっぱり青空の方が似合いますね！
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この道の駅を見て、びっくりしました。


前回来た時と比べると、随分大きくて立派になっていたからです。


 


８年前の道の駅をご覧頂きましょう。
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この大きさで、古い木造造りの、昭和初期の小学校か？といったイメージでした。


 


この後、売り場で道の駅の従業員さんに聞いた話では、２年前の２０１５年４月にリニューアルしたのだそうです。


その従業員さんは、「小平町は何にもないところですから、道の駅だけは立派にしたのです」 と謙遜しておっしゃってましたが、それにしても随分大きくなったものです。
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館内にあった案内図ですが、文字が見えないので書き加えています。


 


右手の二つが以前からあった建物で、「小平町観光交流センター」 が新築されたのだろうと思います。


３つの施設に分かれていますが、左の二つは通路で繋がっており、右の重要文化財は離れています。
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これらの写真は “食材供給施設” を撮っていますが、８年前の道の駅の写真にそっくりですね。
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正面の入り口を入って行くと、まず驚くのがこの部屋です。


 


ここは観光交流センターの右端に位置する吹き抜けの “交流ギャラリー” で、実際に使われていたたくさんの大漁旗で飾り付けられており、かつてニシン漁で栄えた小平の町のイメージが蘇ります。


 


道の駅のスタンプや登録証もここにありました。
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ここから左手に入ると特産品売り場です。
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この売り場の魅力は、たくさんの “試食” が並んでいることです。


私たちはいくつも食べ歩いて、一番美味しかったニシンの燻製（？）を土産に買いました。
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ここには、小平の歴史や文化を紹介する様々な展示がされています。


その展示方法も、なかなか洒落ていると思います。
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特産品売り場と同じフロアにあるこの和室は、“親方の間” といいます。


ニシン漁が盛んだった頃の、親方がいた部屋ということで、靴を脱いで自由に上がることができます。


 


今回２階には上がっていませんが、そこには “歴史文化保存展示ホール” があり、当時の生活用具など数多くの品々が展示されています。


 


そして屋内通路を通って、隣の “食材供給施設” に行ってみました。
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先ほど触れたように、おそらくここが以前からあった道の駅だと思いますが、中身は大きく変わっており、リニューアルされているようです。


 


ご覧のように半分が売店で、あとの半分が郷土料理をメインとしたレストランです。


２階には１２０名を収容できるホールもあり、団体客でも利用できます。
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この写真は、外にあったおそらくテイクアウトの店だと思いますが、珍しい形をしていますね。


この形は “もっこワゴン” といい、ニシンを入れて背負う木の箱（もっこ）をイメージしているそうです。


 


最後に、重要文化財である、“旧花田家番屋” を紹介しましょう。
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これは明治３８年頃に建造された、国指定の重要文化財であり、北海道遺産でもあります。


 


道内に現存する最大規模の鰊番屋で、最盛期には２００名もの “ヤン衆” （ニシン漁などに雇われた労働者）で賑わったといいます。


 


毎年５月下旬にはここで、“鰊番屋祭り” が開催され、多くの来場者で賑わいます。


 


[image: ]


 


もう一度来てみたいと思っていた道の駅は、更に規模が大きくなり魅力を増していました。
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    道の駅サンフラワー北竜
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■道の駅名称：　サンフラワー北竜
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・正門入り口には向かい合った２頭の龍がいる
　・道の駅はオランダ風の、宮殿を思わせる建物
　・ホテルや温泉、露天風呂まで併設
　・２０ｈａの土地に１００万本のひまわりが咲く日本一のひまわり畑がある
 
■訪問レポート


[image: ]北海道縦断２日目：二頭の龍が守るひまわりの町！“ｻﾝﾌﾗﾜｰ北竜”


訪問日：2017-06-22


 


２日目の最後の目的地は


道の駅サンフラワー北竜　です。
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日本海オロロンラインを留萌市まで下り、そこから内陸部に方向転換し、小平町の道の駅から５８ｋｍ、ちょうど１時間ほどで到着しました。


 


ここは “雨竜郡北竜町” で、人口２千人ほどの農業を基幹産業とした町です。
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ここも特徴のある道の駅ですが、その一番目立つものがこちらです。
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敷地内への入り口にはご覧のような門があり、二頭の龍が左右から守っています。


この門を、“北竜門” といいます。
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アップで見ると怖い顔をしています。


でも、背後から見た龍は、なんだかトカゲのような・・・・（笑）


 


そして２つ目の特徴は、道の駅の建物です。
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オランダ風の立派な洋館です。


宮殿を思わせるような豪華な建物は、ホテル、レストラン、温泉、研修施設などがはいっています。
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建物の左手側がホテル棟になっていて、専用の玄関があります。


このホテルには和洋室あわせて１４部屋があり、最大６４名が泊まれます。


 


他にも１２０名収容の宴会場や多目的ホール、研修室、無料休憩室、貸室などを備えています。
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中央、真正面にある玄関が道の駅、温泉、売店、レストランなどの入り口になります。


 


[image: ]
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売店はあんまり広くはなく、そのレジは温泉施設の受付カウンターを兼ねています。


 


源泉かけ流しの１００％天然温泉の “北竜温泉” は、大浴場、露天風呂、泡風呂、寝湯、打たせ湯、ひまわり湯、高温サウナ、ミストサウナが備わった本格的なものです。


 


そしてこの道の駅の３つめも特徴がこちらです。
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サンフラワー、つまり “ひまわり” です。


 


ひまわりは北竜町の “町花” にも制定され、その歴史は１９７９年（昭和５４年）に遡ります。


北竜町の農協職員が研修で旧ユーゴスラビアを視察し、そこで見たひまわり畑に感動したのがきっかけなのだそうです。


農協婦人部を中心に、「１戸１アール運動」 を展開し、様々な苦難を乗り越えながら、今では町内のひまわり畑が１００ヘクタールを超える、日本一のひまわりの町になりました。


 


その中でも、この道の駅の裏手に広がる “ひまわりの里” は２３ヘクタールの土地に１５０万本が咲き誇ります。
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北竜町のひまわりの開花時期は７月下旬から８月中旬までです。


最も綺麗な８月の第一土日に毎年 “ひまわり祭り” が開催され多くの観光客が集まります。


 


この日は６月下旬、残念ながら広大な畑にはまだ花は咲いていませんでした。
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これは道路脇に植えられたプランターのひまわり！


ちょっとだけ気分を味わいます。(＾～＾)
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ひまわりの里に隣接して、ご覧のような公園も広がっています。


ひまわり開花の時期に、機会があればまた来てみたいと思いました。


 


このあと、１時間１０分程かけて旭川市内まで走り、今夜の宿は “アートホテル旭川” です。
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夕食は旭川の夜景を見下ろす最上階のレストランでしたが、料理、雰囲気とも申し分ありませんでした。
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    道の駅びえい「丘のくら」
    [image: ]


 


■道の駅名称：　びえい「丘のくら」
　
■都道府県：　北海道（道北）
　
■道の駅の特徴
　・JR富良野線「美瑛駅」と一体の建物
　・大正時代に建てられた石造りの趣のある“くら” を改造
　・北海道を代表する観光スポット「美瑛」の中心に位置する
　・ここを拠点にレンタサイクルやドライブで周辺を楽しめる
 
■訪問レポート


[image: ]北海道縦断３日目：美瑛観光の玄関口！“びえい丘のくら”


 訪問日：2017-06-23


 


３日目は終日美瑛観光を予定していますが、最初に向かうのはその玄関口ともいえる


道の駅びえい丘のくら　です。


 


[image: ]


 


私はこの１０年ほど道の駅巡りで全国を旅していますが、どこが一番好きですかと聞かれれば、迷わず “北海道” と答えます。


 


では、その北海道の中でどこが一番好きかと聞かれると、これは迷いますが、あえて答えるなら “美瑛”を選ぶと思います。


その美瑛には過去２回、冬と初夏に来たことがありますが、断片的にしか見ていないので、いつかここに泊まって、終日観光をしてみたいと思っていました。


 


今回は日程に少し余裕があるので、宿泊を “白金温泉” にして、夢を叶えることにしたのです。
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旭川市内から国道２３７号を南下してくると、以前も見たことのあるこの看板に出会います。


有名な “パッチワークの路” はこの付近ですが、今回は最初に道の駅へ向かいます。


 


[image: ]
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この石造りの蔵が目的の道の駅なのですが、ここは “ＪＲ美瑛駅” に隣接しています。


全体を正面から見たのが、次の写真です。
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美瑛駅前に広場がありますが、その正面の建物は “ホテルラヴニール美瑛” で、その右側に道の駅、左手にＪＲ美瑛駅と、観光協会の入った “四季の情報館” があります。


 


道の駅とホテルラヴニール美瑛の建物は内部で繋がっており、１階は美瑛の農産物を体験加工する “農産加工体験施設” で、２階が宿泊施設になっています。


 


駅前の道路にはいろんなお店が並んでいるのですが、どの建物も比較的新しく、道路脇には花が植えられていてとってもきれいな街です。
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この花は一例ですが、色んな花々が咲いており、いかにも観光地らしい華やかな雰囲気があります。
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この鉄の扉が道の駅の玄関です。


大正初期に建設された美瑛軟石を使った石倉庫を道の駅に改装したもので、内装には美瑛産カラマツが使われています。
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ご覧のように、外観と違って内装はとっても温かみがありますね。


 


ここには、美瑛の特産品の販売コーナーと、美瑛の農畜産物を使った軽食レストランがあります。


２階はイベントスペースで、美瑛にゆかりのある方たちの写真展や個展が開催されます。


 


情報コーナーには大型ディスプレイがあり、美瑛の観光スポットの映像が常時流れています。


うっかり写真を撮ってしまったのですが、そこには大きく 「撮影禁止」 と書いてありました。


ですから、その写真は載せる訳にゆきませんね！（笑）


 


さて、最初に道の駅に立ち寄ったのには理由があります。


美瑛観光の為の情報を得るためです。


 


情報コーナーに置いてあったパンフレットの中に、“びえいロードマップ” がありました。
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これは実に役に立ちました。


 


何故なら、主な観光スポットの “マップコード” が掲載されていたからです。


つまり、ナビに目的地を設定するのが、圧倒的に楽だったからです。


 


そして実際にこの日回った場所をこのマップから紹介すると、次のようになります。
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青い四角で囲んだのがこの日訪問した場所で、次回以降随時紹介してゆきます。


この日の宿泊先が、赤で囲んだ 「びえい白金温泉」 にある、“ホテルパークヒルズ” です。


 


※このあと、美瑛の丘や白金青い池など８カ所をこの日回りましたが、興味のあるかたは、私のブログ「全国の道の駅完全制覇の夢」にアクセスいただき、北海道メニューから項番184～191をご覧ください。
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    道の駅マオイの丘公園
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■道の駅名称：　マオイの丘公園
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・田園風景の中にモダンな煉瓦造りサイロ風の建物が建っている
　・１階が売店で２階が全面ガラス張りのレストラン
　・農産物直売所は農産物、果樹、酪農製品など８店舗で構成
　・パークゴルフ場、イベントブース、公園など施設充実
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 道南の旅：石狩平野を一望！“マオイの丘公園”


 訪問日：2014-09-24


 


初日の２カ所目は２０分強で
道の駅マオイの丘公園　にやってきました。
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ここは “夕張郡長沼町” になります。

“長沼” という地名もやはりアイヌ語に由来しており、「タンネトー」 という “細長い沼” を意味する言葉からつけられたそうです。

この付近は石狩平野の広大な田園地帯なのですが、その畑や牧場のなかにひょっこり近代的、モダンな煉瓦つくりの建物が現れます。
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ここは私が北海道の中でもお気に入りのひとつなのです。
建物の２階部分がガラス張りになっていますが、ここがレストランです。

前回６年前に来た時は旅の最後の道の駅だったので、ここで食事をしました。
今回レストラン内部の写真はありませんが、見晴らしもよく素敵なレストランでした。

レストランの名前が “美夕（ビュー）” ですから、眺めが良いはずです。（笑）
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道の駅の全体図はご覧のとおりですが、自然豊かな公園の中の道の駅です。
駐車場も広く、いつもたくさんのお客さんで賑わっています。
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道の駅の主な施設としては、最初にご紹介したモダンな “センターハウス” と、もうひとつ “農産物直売所” があります。
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この農産物直売所は、８店舗が並んでいて、農産物、果樹、酪農製品などそれぞれの店舗の特徴を出して北海道らしい商品が並んでいます。

ちょうど私たちが来た時、何かのテレビ番組の取材中で、テレビカメラが入っていました。
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やはり北海道内でも人気が高いのだと思います。
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では、センターハウスに入ってみましょう。
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センターハウスの内部はご覧のとおり、３階建てプラス屋上展望スペースです。
１階に売店があり、２階が先ほど紹介した “レストラン美夕” そして３階は、研修室になっています。
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エントランスは吹き抜けになっていて、開放感があります。
全体が煉瓦つくりで、“サイロ” をイメージしているのだと思います。

石狩平野の風景に溶け込んだ素敵な道の駅だと思います。
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    道の駅流氷街道網走
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■道の駅名称：　流氷街道網走
　
■都道府県：　北海道（道東）
　
■道の駅の特徴
　・冬場には流氷観光砕氷船 “おーろら号” の発着場になる
　・ロビーにクリオネが泳いでいる
　・観光客が多いだけあって、物産館は内容、品数とも豊富
　・オホーツクや知床半島を一望できるビュースポット
 
■訪問レポート


[image: ]北海道全駅制覇の旅（２日目）：流氷街道網走


 訪問日：2009-09-16


 


サロマ湖の道の駅からちょうど１時間かかって
道の駅流氷街道網走 へやってきました。

ここは今年の１月にオープンしたばかりです。
ですから、私のスタンプラリーには対象外なのですが、もちろん外す訳にはゆきません。
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サロマ湖を離れ、サンゴ草の群生地で有名な “能取湖（のとろこ）” をぐるっと回って網走市街の道の駅へ着いたのが１７時１５分で、かろうじて明るい時間に間に合いました。
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ここは、冬場になると流氷観光砕氷船 “おーろら号” の発着場でもあります。
ちなみに、紋別の道の駅付近から出ている流氷砕氷船が “ガリンコ号” ですね。
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この砕氷船は、この日泊った “網走観光ホテル” と同じ経営だそうで、「今年は一度も流氷が来なかったんですよ」 と、ホテルの方が嘆いておられました。
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スタンプも無事にゲット！
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ここは観光客も集まるだけあって、商品売り場やその他の施設も充実しています。
蟹をはじめとする海産物も新鮮で豊富です。

そして、こんなものを発見！
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この中に本物の “クリオネ” ちゃんがいるのです。
ここには２匹いたのですが、長さ１センチちょっとしかないごく小さい生物です。

特殊な水槽なのだと思いますが、真上から右の円周にそって下まで降りてきて、真下に来ると、かわいい羽根をばたばたさせてまっすぐに一番上まであがります。
これをずっと繰り返しているのです。

この動作がすごっくかわいいので、何とか写真に撮ろうとするのですが、動作が速いのと接写にしなければならないので、なかなか撮れません。
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結局ピンボケしか撮れていません。（泣）

紋別の道の駅で出会った 「クリオネおばさん」 と違って、本物は実に愛らしいのです。
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（クリオバ　・・・　読者の方が名付け親 ）

写真がうまく撮れなかったので、この道の駅で買ったマグネットのクリオネちゃんをご紹介！
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ちなみに、クリオネって魚なの、何なの？って方の為に、Wikipedia　から抜粋！




巻貝の仲間であるが、成長すると完全に貝殻を失う。


体は透明な部分が多く、体の前半に局在する内臓のみが不透明である。胴体の前部に透明な1対の翼足があり、翼足を動かして遊泳する。この姿から天使に例えられ、「流氷の天使」 とも呼ばれる。



さて、しばらくこのクリオネちゃんと遊んだあと、砕氷船の乗り場である裏側に出てみると、もう日が暮れていました。
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夕闇に沈む網走の街が幻想的に見えました。

ここから宿泊の網走湖畔にある “網走観光ホテル” までは１０分程の距離です。
２日目の本日は９か所の道の駅を走破し、走行距離は３４０ｋｍでした。
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スタンプもクリオネちゃんでしたね！


 













    道の駅ぐるっとパノラマ美幌峠（びほろとうげ）
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■道の駅名称：　ぐるっとパノラマ美幌峠（びほろとうげ）
　
■都道府県：　北海道（道東）
　
■道の駅の特徴
　・標高５２５mの峠から見下ろす屈斜路湖の絶景
　・周囲３６０度のパノラマ
　・北海道屈指のドライブコース
　・阿寒国立公園に属し、周辺には摩周湖、阿寒湖といった観光地もあり
 
■訪問レポート


[image: ]屈斜路湖の絶景！〝ぐるっとパノラマ美幌峠”


 訪問日：2016-09-24


 


９月２４日（土）から２６日（月）までの２泊３日で北海道東部を回ってきました。


目的はまだ訪問したことのない 「道の駅おだいどう」 の制覇であり、それにいくつかの観光と、もう一度訪問したい道の駅を加えたものです。


 


初日の最初に向かった先は


道の駅ぐるっとパノラマ美幌峠（びほろとうげ）　です。
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今回は福岡空港を出発して羽田空港で乗り継ぎ、〝女満別空港” に降り立ちました。


 


九州から北海道への旅というのは、どうしても乗り継ぎなどで時間がかかり、今回も空港に到着したのが１３時であり、レンタカー会社に移動して手続きを済ませ出発したのは、１３時半になってしまいました。


 


帰りも同じような理由で出発が早いので、結局２泊３日と言っても初日と最終日は半日しかありません。
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今回の３日間の相棒は、オリックスレンタカーで借りたこのフィットです。


最近ヴィッツやマーチが多かったので、フィットは久しぶりの気がします。


 


この車、時速が６０ｋｍをちょっとでも超えると、「速度超過を検知しました。安全運転をお願いします」 と余計なことを言います。(^_^;)


最初は感心したけど、交差点などでスピードを落として元の速度に戻す度にしつこく繰り返すのでうんざりしました。（笑）
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空港から４０分弱で最初の目的地に到着しました。


 


ここは北海道の中で、私が一番好きな道の駅の中のひとつです。


好きな理由は標高約５２５ｍに位置するそのロケーションです。


 


周囲３６０度美しい草原に囲まれており、そこから見下ろす日本最大、世界第２位のカルデラ湖である 〝屈斜路湖（くっしゃろこ）” の絶景です。


 


道の駅の建物の２階、あるいは背後の高台がその絶景ポイントなので、何はともあれそれを見に行きました。
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[image: ]
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しつこいくらいに写真を並べましたが、私の好きな景色なのでご勘弁を！


 


湖の中にある島は、〝中島” といって、周囲は１２ｋｍあります。


アイヌの伝説では、巨大なアメマスを捕らえて山に繋いでいたところ、アメマスが暴れて山が崩れ、中島が誕生したと言い伝えられています。
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今度は周辺の写真を少しご覧いただきました。


この日はお天気にも恵まれましたね。


 


では次は道の駅の建物です。
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この美幌峠には、「天下の絶景」 を求めて、年間７０万人が訪れるそうです。


建物の１階が特産品や民芸品の売店とファーストフードで、２階が展望台、展示室になっています。
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〝あげいも” は望羊中山の道の駅が有名ですが、実はここが 〝元祖” なのだそうです。（＾_＾）


〝熊笹ソフト” というのもここの名物で、ここでしか食べられません。


 


 


さて、念願の美幌峠の絶景に再会できたので、次へ進みます。


実は初日の予定は、このあと 〝津別峠　展望施設” へ行くことにしていました。


 


〝津別峠” はここから２０分程度の距離にあり、標高が９４７ｍあります。


ここは、〝雲海” が有名で、眼下の屈斜路湖の日の出と雲海は神秘の光景と言われます。


 


今夜の宿泊が屈斜路湖の湖畔なので、朝早くに起きて津別峠の朝日と雲海を見に行こうと思い、その下見だったのです。


 


ところが、・・・・・・・・
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先日北海道を襲った台風の影響で土砂崩れがあり、なんと通行止めになっていたのです。


看板が信じられず少し走ってみましたが、１ｋｍも行かないところで道路が閉鎖されていました。(ノ◇≦。)


 


残念だけどここは諦め、最後の目的地だった 〝摩周湖”　を目指すことにしました。
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    道の駅うとろ・シリエトク
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■道の駅名称：　うとろ・シリエトク
　
■都道府県：　北海道（道東）
　
■道の駅の特徴
　・うとろ地区は、世界自然遺産「知床」 の玄関口
　・知床世界遺産センターが併設
　・知床番屋をイメージした物産館は地元漁協をはじめ店舗が充実
　・クルージングの船も近くから運行しており、知床観光の出発点
 
■訪問レポート


[image: ]北海道全駅制覇の旅（３日目）：[知床] うとろ・シリエトク


 訪問日：2009-09-17


 


さて、いよいよ憧れの “知床” へ向かいます。
道の駅うとろ・シリエトク　が本日最後の道の駅です。
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判りやすいように “知床” の拡大地図を入れておきましょう。
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左下 “道の駅しゃり” を出て、知床半島のオホーツク海側、国道334号線を進みます。
夕暮れの海岸線を走り、途中 “オシンコシンの滝” に出会います。

ここは “知床八景” のひとつですが、時間が無いので停車せず通過！
ただ、その時にちらっと見えた大迫力の滝に惹かれて、次の日にもう一度引き返しましたので次回に詳しくご紹介しましょう。
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そして道の駅到着が17時15分、北海道ではまもなく日が暮れる時間です。
この “うとろ地区” は、世界遺産「知床」 の玄関口であり、ここを拠点に 「知床」の大自然を巡ることができます。

この道の駅の名前 “うとろ・シリエトク” の 「うとろ」 はもちろん地名ですが、「シリエトク」 とは何でしょうか？

「シリエトク」 はアイヌ語で 「地の果て」 を意味し、これが 「知床」 の語源です。
まさに 「知床」 は人間が入り込むことを拒む、“地の果て” なんですね。
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道の駅は横に細長い建物です。
これは、“知床番屋” をイメージしたものだそうです。
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中央から左の細長い建物が道の駅　・・・・・
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そして、その右側にある建物が 「知床世界遺産センター」 です。
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知床は人を寄せ付けない断崖がつづく海岸線、それに続く深い森、そして半島を貫く険しい山々、それら生物にとって恵まれた自然環境の中で、野生動物の本来のままの営みが守られてきました。

その世界でも特異な生態系が高く評価されて、2005年7月に “ユネスコの世界遺産” に登録されました。

ここ「知床世界遺産センター」には、知床世界遺産の見どころや自然のリアルタイムの情報が提供されていますが、開館が17時半まで、残念ながら中を見ることは出来ませんでした。
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さて、道の駅の建物に入ってみましょう。
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ここには普通のお土産品のほか、うとろ漁協の直売所があり、さまざまな海産物、珍味などが揃っています。

真空パックされた海産物は、“知床” の文字が大きく印刷されており、クール宅急便で自宅まで送ってくれますから、我が家の土産はここで調達することにしました。

といっても、閉店がまもなくですから、買うものを決めておいて明日朝もう一度来ることにしました。
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観光案内センターには大型ディスプレーもあり、写真パネルや模型など、さまざまな方法で知床の大自然を紹介しています。

そして、これ　・・・・・・
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旅行雑誌 “じゃらん” が編集した 「北海道の道の駅満足度ランキング」 で、
ここは見事な “第一位” なのです。

.外に出ると、あたりは既に真っ暗になっていました。
この道の駅でもう一つ驚いたことがあります。

写真には撮れませんでしたが、ここで車中泊をするらしいキャンピングカーの数・・・。
おそらく２０台以上だと思います。

北海道の道の駅は元々どこへ行ってもキャンピングカーが多いのですが、これ程の台数は見たことがありません。

私のすぐ前に停めていた車は、横にテーブルと椅子を出して夕食の最中でした。

全国からやってきて北海道を旅している旅行者にとって、やはり “知床” は最も人気のある聖域なのだと思いました。


さて、本日の道の駅は8箇所を巡り、２９６ｋｍを走りました。
今日は道の駅から5分ほどの 「ホテル知床」 に宿泊です。

明日は、ちょっとだけ “知床観光” をしますので、そのご紹介です。
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    道の駅スワン４４ねむろ
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■道の駅名称：　スワン４４ねむろ
　
■都道府県：　北海道（道東）
　
■道の駅の特徴
　・野付風連道立公園の中にあり、道の駅の裏側に風連湖が広がる
　・風連湖は日本有数の野鳥の宝庫で300種類が観察できる
　・オオハクチョウの日本最大の飛来地でもある
　・ガラス張りの個性的な建物で、売り場なども花咲ガニなど海産物も充実
 
■訪問レポート
[image: ]北海道全駅制覇の旅（４日目）：スワン４４ねむろ


 訪問日：2009-09-18


 


知床・らうすを出ると、次は一気に１２６ｋｍを走って
道の駅スワン４４ねむろ へと向かいます。
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これが今回の旅での道の駅間最長距離になりますが、途中土産物屋を１０分ほど覗いたのと、ガソリンを給油した以外は、ひたすら走って２時間１０分の道のりでした。

途中、どなたかのブログで読んだ “野付半島” に行ってみたかったんだけど、往復するのにかなりの時間がかかりそうなので断念しました。
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このトンネル、これも “スノーシェルター” なんですね。
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土産物屋に何故かミニパトが停まっていて、何か事件かな？
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水平線上にうっすらと見えるのが北方領土の “国後島” です。
地図でみても、どう考えたって “日本” ですよね！
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ようやく到着、やはり１２６ｋｍは遠かった！
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ここは、“野付風連道立公園” の中にあります。
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道の駅はガラス張りのユニークな建物で、観光バスも停まっています。
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まず建物の側面からはいって、裏に回ってみました。
そこにあったのは、きれいな湖です。
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“風連湖” は日本有数の野鳥の宝庫と言われ、３００種類もの野鳥が観察できる自然の楽園です。
そして、春と秋には１万羽ものオオハクチョウが群れ飛ぶ国内最大の飛来地です。

この道の駅 “スワン４４” は、このハクチョウと、国道４４号線から名付けられています。
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そしてこの道の駅、湖側は全面ガラス張りになっていて・・・・・
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その湖や野鳥の群れを眺めながら喫茶や歓談ができるようになっています。
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建物の中はとってもお洒落で、風連湖の風景や野鳥の生態を写した写真パネルがたくさん飾ってあります。

そして、この根室近海でしか獲れない有名な “花咲かに” をはじめとして、国内有数の水産都市らしく海産物も豊富に揃っていました。
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再び外に出て、国道沿いにあったこの道の駅看板を見て、くるまに戻ろうとすると、何か違和感を感じました。

腕にでっかい “蚊” がとまっています。
国道との境に茂みがあり、そこに潜んでいたのだと思いますが普通の蚊の２倍は大きさがあります。

あわてて振り払って、はっと気がつくと私と嫁の周りに無数の蚊が飛び回っているではありませんか！
帽子で振り払いながら車まで走り、なんとか追い払って “サッ”と車に乗り込んだのですが、残念ながら数匹が入り込んだようです。

とりあえず駐車場の端に移動して、格闘すること数分、何とか数匹を退治しました。

やっと安心して走りだすと、５分もしないうちに私の顔の前を “ブーン！”
私はハンドルをはずせませんから、嫁がひとりで奮闘！

２匹を “駆除” して、ようやく車の中に、平和が戻ってきました。
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    道の駅厚岸グルメパーク（あっけし）
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■道の駅名称：　厚岸グルメパーク（あっけし）
　
■都道府県：　北海道（道東）
　
■道の駅の特徴
　・牡蠣の産地で、建物も牡蠣をモチーフにしている
　・眼下に広がる厚岸の街や厚岸湾、厚岸湖の絶景が広がる
　・２階にバーベキュー施設があり、魚介売り場で買った魚介類を持ち込んで炭火焼を味わえる
　・グルメと絶景の道の駅
 
■訪問レポート


[image: ]北海道全駅制覇の旅（４日目）：厚岸グルメパーク


 訪問日：2009-09-18


 


根室の道の駅を出て、次の目的地
道の駅厚岸（あっけし）グルメパーク　までは６２ｋｍ、これも１時間の道のりです。
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空が再び晴れてきましたよ！
晴れ男の復活なるかな？
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この道の駅が出来たのは平成６年ですから比較的早いのですが、建物はとてもきれいです。
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この道の駅の正式な名前は “厚岸味覚ターミナル コンキリエ” と言います。

“コンキリエ” というのはイタリア語で 「貝の形をした食べ物」 という意味です。
厚岸の一番の名産は “牡蠣” ですが、この建物はその牡蠣の貝殻ををモチーフにしています。
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建物の裏側に回ってみると、厚岸の街並みが一望できます。

この “厚岸” （あっけし）という街の景観は、下の地図でお分かりのように、“厚岸湾”、そこから繋がる “厚岸湖”、そしてそれをまたがる “厚岸大橋” が最大の見所です。
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道の駅の建物は、１階がミニ水族館、物産館、喫茶コーナー、総合観光案内、
２階がレストラン、バーベキュー施設、魚介市場、オイスターバー
３階、４階が展望室になっていて、この厚岸湾、厚岸湖、厚岸大橋などが一望できます。
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そして２階のバーベキュー施設では、魚介市場で買ったばかりの魚貝類を持ち込んで炭火焼きで味わうことのできる、まさに “グルメ” の世界なのです。


道の駅スタンプは観光案内のお嬢さんの目の前にあるので、 「あと２か所で完全制覇なんですよ！」 と、ちょっと自慢！
聞かれもしないのに 「九州から来て北海道を回っているんですよ！」 とも。 (-^□^-)
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休憩所の中央の柱にこんなものが　・・・・・・
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アップしましょう！
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みなさん！　１２月２６日公開の “釣りバカ日誌２０ファイナル！！” をお楽しみに！
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    道の駅サラブレッドロード新冠（にいかっぷ）
    [image: ]


 


■道の駅名称：　サラブレッドロード新冠（にいかっぷ）
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・日高路のサラブレットロードは競走馬の故郷であり、いくつものも牧場が並ぶ
　・優駿の塔がランドマークで、競走馬ハイセイコーの像も建つ
　・道の駅には過去活躍した競走馬の碑が写真と共に無数に並ぶ
　・レ・コード館には７４万枚ものレコードや懐かしい蓄音機が収蔵されている
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 十勝方面の旅：競走馬の故郷！“サラブレッドロード新冠”


 訪問日：2014-10-24


 


次は、私が楽しみにしていた一つである
道の駅サラブレッドロード新冠 （にいかっぷ）　にやってきました。
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太平洋沿岸に沿って襟裳岬方面に走る国道２３５号 “日高路” は別名 “サラブレッドロード” とも呼ばれます。

むかわの道の駅から新冠の道の駅までは４８ｋｍ、５０分の道のりですが、このルート、北海道の中で私が好きなドライブコースのひとつです。
“サラブレッドロード” の名の通り、このルート沿いにはいくつもの牧場があり、サラブレッドが育てられています。

道路の左手には牧草地で草を食んだり、軽く駆け回っている馬たちの姿が見られ、右手には雄大な太平洋の海原がどこまでも広がっていて、地球の丸いのがわかるような気がします。

特にこの日のような晴天に恵まれると、それは素晴らしい景色なのです。
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道の駅に到着してまず目に付くのが、この精悍な姿をしたサラブレッドの像です。
これは、“昭和の怪物” といわれ、日本競馬界に一大旋風を巻き起こした “ハイセイコー” です。

このハイセイコーを始め、日本の競走馬の約８割が、ここ日高管内で生産された馬なのだそうです。
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その向こう側に目立つタワーが見えます。
ここは道の駅に隣接した “レ・コード館” ですが、タワーは “優駿の塔” と言って、その展望室は２５ｍの高さがあります。

ここには全国から集められた７４万枚ものレコードや懐かしい蓄音機が収蔵されており、国内最大級のスピーカーシステムで試聴することができます。

“レ・コード館” と、途中に点がありますが、これは “RE・CORD” であり、次のような意味があります。

「RE」：　リターン（RETURN）　リメンバー（REMEMBER）　リフレッシュ（REFRESH）
「CORD」：　ラテン語で “心” の意味

つまり、「レ・コード」 は、“心の再生、やさしさ、ゆとり、やすらぎ” といった広い意味を含んでいるのだそうです。

“新冠町” はこのように、“レ・コードと音楽によるまちづくり” に取り組んでいるのです。
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もう一つこの道の駅で目立つのが、この蹄鉄の形をした競走馬の碑です。
この町で育ち、競馬界で活躍した競走馬が、１頭づつ写真入りで、受賞した賞とともに紹介されています。
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この碑は道路沿いにずらりと並んでいるほか、ご覧のように通路の両脇やレ・コード館の周りなど、一体何頭分があるのか数え切れません。

なぜ日高地方がこれだけの名馬の産地になったかというと、明治５年に開拓使が馬の生産と品種改良を図る目的で官営の “新冠牧場” （後の新冠御料牧場） を開いたのが始まりだといわれています。

これが長い年月を経て、国内の競走馬の８割までもを生み出すまでに発展したのです。
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こちらが道の駅の建物です。
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そしてこれが道の駅の駐車場なのですが、何か気が付かれましたか？
駐車場の地面の円、これはレコードが描かれているのです。
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これが道の駅の入り口です。
店内にフラワーショップがある関係で、入り口の周りにもきれいなお花がいっぱいです！
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数々の名馬を生んできた誇りと、豊かな自然、それに加えて音楽によるまちづくりと、新冠はこれからも特色ある地方都市として発展してゆけるだろうと思います。
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    道の駅望羊中山（ぼうようなかやま）
    [image: ]


 


■道の駅名称：　望羊中山
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・標高840ｍの中山峠の頂上に建ち、特に夕暮れの羊蹄山の姿が絶景
　・昔から「あげいも」が有名で年間４０万本売れる
　・観光客の立ち寄りが多く、年間来場者は４００万人
　・土産売り場やレストラン、テイクアウトも充実している
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 十勝方面の旅：羊蹄山に沈む夕陽！“望羊中山”


 訪問日：2014-10-22


 


初日の２カ所目は、中山峠にある
道の駅望羊中山　です。
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新篠津の道の駅から中山峠までは、距離にして８５ｋｍあります。

すべて一般道で、しかも途中で札幌市内を通るので、渋滞まではいかないけど幾度となく信号停車で待たされ、予定を大幅に超えた２時間以上もかかってしまいました。

初日はこのように離れたところばかりをまわるので、この２カ所だけしか予定をしていません。
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中山峠の頂上に建つ “道の駅望羊中山” に到着したのは１６時２０分になっていました。
北海道の日が落ちる時間は早いですから、ちょうど西側に見える羊蹄山に夕陽が沈むタイミングでした。

結果的にはとてもラッキーな時間に到着した訳で、その写真をまとめて紹介しておきましょう。
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しつこいくらい並べましたが、とにかく美しい光景でした。
では肝心の、道の駅の中に入ってみます。
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ここは札幌と洞爺湖方面をつなぐ幹線道路沿いですから、観光バスが頻繁に停まります。
バスが停まるとどっと大勢の人が入ってきて、店内は一気に混雑します。
ここは、年間４００万人もの旅行者が訪れるという、桁違いの道の駅なのです。

この記事を書いているときに気が付いたのですが、この道の駅は “加森観光” の経営なんですね。
加森観光は、たくさんのリゾートを再建した実績があり、北海道を中心に全国にグループ施設を持っています。
今夜宿泊予定の “ルスツリゾート” や、夕張の “マウントレースイ” そして “サホロリゾート” など、北海道だけでも１８ヶ所ものリゾートやスキー場がそのグループです。
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そして中山峠で最も有名な名物が、この “あげいも” です。
このあげいも、年間に４０万本売れるそうです。

来場者が年間４００万人ですから、１０人にひとりは買っているのですね。
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以前来た時に食べた味が忘れられず、今回ももちろん頂きました。
こんなコーナーもできていました。
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ここは、“マイ・キッチン” といって、ケチャップやらマヨネーズやら色んな種類が並んでいて、自分の好みで調味料をつけることができます。
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私はマヨネーズとケチャップをブレンドしてみました。（笑）

久しぶりのあげいもの味を堪能し、これから今夜の宿泊地、“ルスツリゾート” に向かいます。
中山峠からルスツリゾートまでは、２７ｋｍで３０分ほどの距離です。

ルスツリゾートは、スキー場、遊園地、ゴルフ場、ホテル、ショッピングモール、レストランモールなどを備えた一大リゾートで、６年前の道の駅巡りでも泊まったし、それ以前にも冬場に何度か宿泊したことがあります。

いつもは “ノースウイング” というエリアだったのですが、今回夏シーズンと冬シーズンの間ということで一部が閉鎖になっており、少し値段の高い、“タワー館” に泊まることになりました。
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これがその部屋で、１階部分にリビングやバス、キッチンがあり、２階部分に寝室のあるメゾネットタイプです。

リビングの壁を倒すとそこにもベッドがあり、５人くらいまでは泊まれると思います。
私達には贅沢すぎる部屋でした。
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これはエレベーターのボタンですが、奇数しかないのがお分かりでしょうか？
全部、メゾネットの上下２部屋タイプなので、偶数は無いわけですね！(^∇^)
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    道の駅名水の郷きょうごく
    [image: ]


 


■道の駅名称：　名水の郷きょうごく
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・羊蹄山の伏流水が湧き出して苔むした小川を作り、美しい景観を生んでいる
　・名水百選に選ばれている「羊蹄の吹き出し湧水」では自由に水が汲める
　・吊り橋もあり、静寂な日本庭園が広がる
　・道の駅正面には広い芝生公園や噴水も整備されている
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 道南の旅：羊蹄山の伏流水！“名水の郷きょうごく”


 訪問日：2014-09-28


 


最終日になり、まず最初に向かったのは、
道の駅名水の郷きょうごく　です。
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今回の帰りの飛行機は、１４：２０の千歳空港発 福岡空港行きの直行便です。
申込みが遅かったので、それより後の便が取れなかったのです。

遅くとも１時間前までには空港に着きたいので、道の駅巡りはせいぜい午前中で終わらせなければなりません。

宿泊した小樽のホテルを７：４０に出発し、１時間２０分で “名水の郷きょうごく” に到着しました。
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この、上の写真が道の駅の本体である、“名水プラザ” で、下の写真は “公園売店施設” です。

公園売店施設の写真の右手後方、樹木の間から山の山頂が見えると思います。
これが “羊蹄山” です。

この道の駅には、羊蹄山の伏流水が湧き出しており、それが “名水の郷” の由来です。
ここは、今回の旅で私が楽しみにしていた道の駅のひとつでもあるのです。

その湧水を紹介する前に、まず道の駅の本体に入ってみます。
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到着したのは丁度９時だったのですが、この道の駅は８時からオープンしています。

ここには売店とレストランがあり、特に自慢の名水を使ったミネラルウオーター、コーヒー、コーヒーゼリー、それに “京極” の名のついた日本酒などが並んでいます。
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さて、店内の見学はそこそこで切り上げて、楽しみにしていた “湧水” を見に行きました。
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道の駅全体の配置はご覧の通りです。
二つの池が川で繋がっており、名水プラザのすぐ横に吊り橋がかかっていますので、まずこれを渡ります。
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このつり橋の上からの景色がまず見事です。
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そして吊り橋を渡った先にあったのは、これ！
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これは大きな切り株ですが、トイレです。（笑）
ここから坂道を下りてゆくと、湧水の場所に至ります。

その途中の景色がこちらです。
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この周辺を、“ふきだし公園” といって、日本庭園のような風情です。
そして、環境庁の名水百選に選ばれている、“羊蹄の吹き出し湧水” に到着！
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ここではたくさんの人たちがポリタンクなどを持ち込んで水を汲んでいます。

羊蹄山に降った雨や雪が地下に染み込み、何十年かの年月を経て湧水となって湧き出たもので、その湧出量は毎日８トンにもなります。
８トンというと３０万人の生活用水に匹敵し、日本でもトップクラスだそうです。

それに水温は通年を通じて６度、という冷たさです。
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水汲み場のすぐ後ろに、滝のように湧水が流れ落ちてきます。
この景色をもう一度見たくて楽しみにしていたのですが、なんだかちょっと様子が変です！
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そこには土嚢が積んであり、重機まで置いてあります。
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しかも、柵があって中には入れなくなっていました。

以前来た時は、湧水の滝の正面に木橋があって、そこを散策しながら正面から苔むした湧水を眺めることができたのです。
その木橋を渡った先に階段がつくってあって、もとの道の駅の駐車場に戻れたのですが、これも無くなっていました。

何らかの事情で修復作業が行われていたのでしょうが、楽しみにしてきただけに、がっかりしました。
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以前通ったのとは別の階段を上って道の駅の駐車場に戻りました。
その途中には、こんな風景もあります。
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この小さなお地蔵さんは、湧水口から上ってくる通路沿いにもずっと並んでいました。
駐車場に出ると、そこは “公園売店施設” のところです。
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ここには観光客相手の、土産物屋さんが並びます。
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そして次々にやってくる観光バスからは、外国語を話す人たちがどっと下りてきます。
北海道のどこへ行っても、政治的にはうまくいっていないはずのあの国からの観光客が多いのに驚かされます。
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駐車場の隣には広大な芝生公園があり、中央が噴水です。
肝心の湧水付近の工事が早く終わって、元の美しい景色が早く戻って欲しいと思いました。
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    道の駅ニセコビュープラザ
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■道の駅名称：　ニセコビュープラザ
　
■都道府県：　北海道（道央）
　
■道の駅の特徴
　・東側に羊蹄山、北部には、ニセコアンヌプリを主峰とするニセコ連山に囲まれている
　・ロケーション抜群の絶景道の駅
　・中央の広場には椅子やテーブルが並び、羊蹄山を眺めながらくつろげる
　・ニセコ観光の玄関口として、情報が満載
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 十勝方面の旅：ニセコ町の玄関口！“ニセコビュープラザ”


 訪問日：2014-10-23


 


次は１１ｋｍ離れた
道の駅ニセコビュープラザ　を目指しました。

[image: ]
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真狩村の道の駅を出ると、しばらくは羊蹄山に向かって走ります。
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日本百名山の一つ、蝦夷富士 “羊蹄山” への登山口は、“倶知安コース” “真狩コース” “京極コース” “喜茂別コース” の４つがあります。

ここ真狩村が、“真狩コース” の登山口ですが、山頂までの標高差は１４５０ｍあり、コースタイムは登りが５時間半、下りは４時間で、４つのコースの中で一番長くかかります。

その美しい羊蹄山を眺めながら１３分ほど走り、ニセコビュープラザに到着しました。
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“ニセコ” といえば、オーストラリアを始めとする海外からもパウダースノーを求めてスキーヤーが大勢やってくる、北海道を代表するスキーリゾートの一つです。

ここは東側に “羊蹄山” 北部には、“ニセコアンヌプリ” を主峰とする “ニセコ連山” に囲まれており、ウインタースポーツだけでなく、夏場には登山・トレッキング・サイクリング・カヌー・ラフティング・フィッシングなどのアクティビティが楽しめるアウトドアスポーツのメッカです。

ニセコ連峰は国定公園に指定されていますが、“ニセコ町” の１３．５％が自然公園という正に観光の町で、道の駅はその玄関口にあります。
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道の駅はご覧のような配置です。
更に建物部分だけ拡大すると、次のようになります。
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この２枚の写真が、“トイレ棟” “情報プラザ棟” になります。
情報プラザ棟に入ってみました。
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道の駅スタンプやパンフレットなどはここにあり、ニセコの色んな土産物が揃っていました。
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こちらが “農産物直売所” と “テイクアウトコーナー” の建物です。
これらに囲まれて “中庭” がありますが、これがなかなか雰囲気が良いのです。
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羊蹄山の全体がきれいに見えるロケーションですね。
美しい風景に憧れて大勢の観光客が訪れる “ニセコ” 、その玄関口にふさわしい道の駅だと思います。
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    道の駅縄文ロマン南かやべ
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■道の駅名称：　縄文ロマン南かやべ
　
■都道府県：　北海道（道南）
　
■道の駅の特徴
　・縄文時代早期から晩期にかけて約7000年もの間、縄文文化が栄えてきた地域
　・縄文文化の博物館が併設されており、当時の生活用具などあらゆるものが展示されている
　・そこには北海道唯一の『国宝』である、“中空土偶” の実物が飾ってある
　・国宝を展示した道の駅は全国唯一！
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 道南の旅：国宝を展示する道の駅！“縄文ロマン南かやべ”


訪問日：2014-09-25


 


 次に向かったのは、２０１１年１０月にオープンした
道の駅縄文ロマン南かやべ　です。
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渡島半島（おしまはんとう）南東部を内浦湾（噴火湾）に沿って更に南下すると、途中から国道２７８号バイパスに分岐します。
海岸線を離れた丘陵地帯をしばらく走ると、そのバイパス沿いに道の駅はありました。
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ここは２０１１年１０月１日にオープンした新しい道の駅ですから、勿論私も初めてです。
コンクリート壁の横に細長い建物なのですが、これを上空から見るとこのようになります。
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（パンフレットより写真借用）

ここ、“南茅部地区” は現在は函館市に合併していますが、昭和４０年代には日本で最初の昆布養殖に成功するなど、豊かな海の恵みと共に、道内屈指の漁業基地として発展してきました。

更にもう一つの特徴は、縄文時代早期から晩期にかけて約７０００年もの間、綿々と縄文文化が栄えてきた地域だということです。
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この道の駅の配置図でお分かりのように、ここは 「函館市縄文文化交流センター」 という博物館と一体化しているのです。
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建物の右手の方にお店らしきものが見えたので行ってみると、そこが道の駅の入り口になっていました。
その少し左手にもう一つ、博物館の入り口もありますが、中で繋がっています。
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売店には縄文グッツなども売っていましたが、あまり大きいお店ではありません。
通路を辿ってゆくと、博物館の受付があります。
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手前にある休憩所から外を見て気が付いたのですが、ここは２階部分であり、この下に１階があるのです。
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折角ここまで来たので博物館を見学してゆくことにしました。
入場料は３００円です。

「中で写真の撮影をしても構いませんか？」 と受付の女性に尋ねると、「フラッシュを使わなければ大丈夫ですよ」 とのことで、一安心！

受付のある２階部分は事務室や体験学習室などがあり、主な展示は階段を下りた１階にありました。
展示室にも説明の女性がおられたので、念の為に撮影の許可を頂きました。

[image: ]

[image: ]

[image: ]

ここには遺跡から発掘された様々な生活道具などが展示されていました。

私の認識では、縄文時代というのはかなり原始的な生活だと思っていたのですが、それらの道具の精巧な造りに、驚くばかりでした。
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これは、実際に発掘された地層を展示したものです。
この地域の遺跡は、他の縄文遺跡に較べて住居の規模が極めて大きいことと、集落の密集が非常に高いことが特徴です。

例えば一般的な竪穴式住居跡は。深さが０．５ｍ、長さが４～５ｍほどですが、ここは深さ２．４ｍ、長さが８～１１ｍもあります。

住居の規模から、かなり安定した縄文生活が想像できるのだそうです。
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女性に案内されて更に奥の部屋に進むと、そこにあったのがこれです。
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これがなんと “国宝” である、“中空土偶” です。

これは著保内野遺跡から出土された土偶で、高さは４１．５ｃｍ、内部は空洞で頭部から足先まで全身が薄く精巧にできていて、優れた文様が刻まれています。

縄文時代後期の約３５００年ほど前の墓から出土したもので、単なる生活道具でなく、精神面でもかなり進んでいたことを示す遺物です。

暗い部屋で、ガラスケース越しに撮影したのであんまり鮮明ではありません。
入場券の写真を掲載しておきましょう。
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そして、国宝であるという証明がこちらです。
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それにしても、“国宝” の現物が展示してある道の駅というのは、全国でもここだけでしょうね。

数万年に及ぶ氷河期が終わって地球の気温が上昇し、世界で様々な文明が生まれては消えてゆきましたが、１万年にも及ぶ日本の縄文文化は、世界的にも珍しいのだそうです。

南茅部地区でこれまでに確認された遺跡は９１カ所、延べ面積は１６０万平方メートル、出土した遺物は４００万点を超えています。

この内、１８カ所の縄文遺跡が現在ユネスコの世界遺産暫定リストに登載されており、函館市では平成２７年度の本登録を目指しているのだそうです。
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    道の駅上ノ国もんじゅ（かみのくに）
    [image: ]


 


■道の駅名称：　上ノ国もんじゅ（かみのくに）
　
■都道府県：　北海道（道南）
　
■道の駅の特徴
　・追分ソーランライン上の小高い丘に建ち、日本海の荒々しい海岸線が美しい
　・周囲は芝生の多目的公園で、いくつものモニュメントが建つ
　・雑誌での「絶景感動部門」で “金賞” を受賞
　・１階は物産販売コーナーと情報コーナー、研修室、交流室、２階が 海のレストランもんじゅ 
 
■訪問レポート


[image: ]北海道 道南の旅：追分ソーランラインの絶景！“上ノ国もんじゅ”


 訪問日：2014-09-26


 


次は日本海側を北上し
道の駅上ノ国もんじゅ（かみのくに）　に向かいました。
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[image: ]

松前を出ると、荒々しい日本海の海岸線が延々と続く快適なドライブコースとなり、このルートを “追分ソーランライン” といいます。
追分ソーランラインは主に国道２２８号、国道２２９号の小樽付近までの区間であり、２２９号の終点から先は、こんどは “日本海オロロンライン” が稚内まで延びています。

いずれも日本海に沿ったルートで、海は荒々しくて奇岩が多く、走っていてオッと思う絶景に出くわすことがたびたびあります。

ちなみに “追分ソーランライン” の名前は、“江差追分” と “ソーラン節” に由来します。
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国道２２８号を走り案内に従って道の駅への側道を入ると、まず “多目的公園” があります。
道の駅自体はもっと下におりたところなのですが、この公園、すごく景色が良いので一旦ここに車を停めました。
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この不思議な形のオブジェから歩道が続いており、その先に小さく見える建物が道の駅です。
勿論下にも広い駐車場があるので、ここは車で移動します。

[image: ]

[image: ]

道の駅自体も、なかなかユニークな建物です。
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これは道の駅から先ほどの多目的公園を振り返った写真です。
そして、道の駅の裏側に回ると、そこもなかなかの絶景です。
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先ほどの多目的公園にあったのと似たようなオブジェが立っていますが、これは “風の王” という名前なのだそうです。

実はこの道の駅、北海道ウォーカーという雑誌での、「絶景感動部門」 で “金賞” を受賞しています。
確かに、北海道で１～２を争う絶景の道の駅ではないかと思います。

[image: ]

[image: ]

さて、道の駅の中に入ってみましょう。

“上ノ国” というのはここの地名ですが、“もんじゅ” は、旧地名である ｢文珠浜｣ からとっています。

“文殊浜” の由来は、地元の漁師が漁に出て､船の上から前浜を眺めると､眼下の岩が ｢文珠菩薩｣ に似ていることなど、いくつかの説があるそうです。
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１階にある物産販売コーナーは、平成２１年６月にオープンしたとのことですから、６年前に来た時は無かったのだと思います。
広い、開放的な窓からの景色も抜群です。
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１階はこの物産販売コーナーと情報コーナー、それに研修室、交流室などがあり、２階が “海のレストランもんじゅ” です。
このレストランのメニューである “てっくい（平目）天丼” が駅弁部門の銅賞に入っており、絶景とグルメの両方を兼ね備えた道の駅といえると思います。
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    道の駅みんまや
    [image: ]


 


■道の駅名称：　みんまや
　
■都道府県：　青森県
　
■道の駅の特徴
　・津軽半島最先端
　・道の駅は「青函トンネル記念館」を兼ねており、体験坑道あり
　・道の駅自体としての魅力は少ないが、周辺の感動スポットが多数
　・全国的に珍しい「階段国道」や竜飛岬の絶景が魅力
 
■訪問レポート


[image: ]青森の旅：北の最果て竜飛岬！“みんまや”


訪問日：2010-05-27


 


小泊から竜泊ラインを辿り、竜飛岬のふもとにある
道の駅みんまや　へ向かいました。
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この “竜泊ライン” 道路は２車線で綺麗ですが、山越えですからヘアピンカーブの連続です。
この道路は毎年４月の中旬まで閉鎖されます。

冬場に閉鎖される道路は青森には多いのですが、その関係で道の駅も “冬季閉鎖” のところが５か所もあります。
この 「みんまや」 の他に 「虹の湖」 「かわうち湖」 「しんごう」 「こまどり」 が、だいたい１１月から４月まで閉鎖になりますから、東北のスタンプラリーが４月下旬にスタートするのも納得できます。

この “竜泊ライン” 高度を上げるに従って霧が深くなり、展望台についた時はあたりは全く見えない状態でした。
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何とか無事に “道の駅みんまや” へ到着！

みんまやとは、“三厩” と書きますが、ここは前々回紹介した “義経北方伝説” の終着場所、村の至る所に伝説の足跡が残されているそうです。
戦いで死んだ義経は身代わりで、本人はここ三厩まで逃れ住んだ、というのは案外事実なのかもしれませんね。
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この道の駅、正式には “青函トンネル記念館” となっています。

この建物から、海底１４０ｍまで続くケーブルカーが通っており、そこには体験坑道があります。
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展示ホールや食事処もありますが、係のおねえさんに竜飛岬への道を教えて貰い、ここは早々に立ち去りました。

竜飛岬の先端まで行く途中に、いくつか見どころがありますから、まずそれを紹介します。
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まず最初は有名な “階段国道” です！
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この石段が何と “国道３３９号線” の一部なんです。
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なぜこんなものができたのかというと　・・・・・・
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国道３３９号線というのは、弘前からここ東津軽郡外ヶ浜町まで続いています。

上の地図の右下から来た３３９号線は半島をぐるっとまわって右上に抜け、終点外ヶ浜町に至るのですが、半島の先端は急峻なため、この部分を階段で繋いだ、という訳です。

まあ、当時のお役人が苦肉の策だったのか、それともユーモアのセンスがあったのかもしれません。

さて、この階段国道のすぐ手前にあるのがこれです。
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“♪　ごらん、あれが竜飛岬、北のはずれと　・・・・・・・　♪” ですね！
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この右端の “歌碑” のボタンか何かを押すと音楽が流れるのですが、他の観光客に先を越され、大音響で津軽海峡冬景色♪♪ が流れていました。

さて、頂上に向かうと駐車場があり、いくつかの土産物店が並んでいます。
駐車場の片方が “灯台” もう一方が “展望台” になりますので、そちらへ上ってみました。

[image: ]

上には食堂がありますが、この天気であまり人影がありません。
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本来なら北海道まで見渡せたはずなんですが、この空模様、残念です。
この展望台にはいくつかの記念碑が建っていて、その一つにこんな説明が・・・。



[image: ]

義経だけでなく、吉田松陰まで関わりのある土地だったのですね。
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天気さえよかったら、すごく景色の良い場所だったと思います。
いずれにせよ津軽半島の最先端は制覇できたので、次は下北半島です。
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    道の駅てんのう
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■道の駅名称：　てんのう
　
■都道府県：　秋田県
　
■道の駅の特徴
　・男鹿半島の付け根に位置し、八郎潟の干拓地に隣接
　・高さ５９．８ｍの天王スカイタワーからの絶景
　・八郎潟の歴史を紹介する資料館
　・鞍掛沼と歴史の広場 神話の里 「スサノオの村」
　・天王温泉くららの温泉施設をはじめとする総合レジャー施設
 
■訪問レポート


[image: ]秋田の旅：高さ５９．８ｍからの眺め！“てんのう”


 訪問日：2010-06-24


 


次に向かったのは
道の駅てんのう　です。

[image: ]
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上の写真、走りながらなのでボケていますが、この八郎潟の干拓地を走ると、広大な土地に樹木が一直線にならび、まるで北海道を走っているような錯覚にとらわれます。

やがて開けた街並みにはいると、そこが “潟上市天王” です。
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“潟上市” は八郎潟干拓地の南に位置し、八郎湖と日本海に挟まれ、更に男鹿半島の付け根にあたる観光資源に恵まれた地域です。
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駐車場の真ん前にあるこの大きな建物が道の駅かと思ったら、これは “天王ふれあい交流センター” という公共の施設でした。

その向こうに高いタワーが見えますね。
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三角柱のこの高い建物、これは “天王スカイタワー” といい、５９．８ｍの高さがあります。
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中央にスカイタワーの入口があり、その１階が道の駅なのです。
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１階はこのような店舗になっており、ここからエレベーターでタワーの上に昇ることができます。
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カウンターで大人４００円の入場券を買って上ってみました。
最上階（４階）が展望台、そのすぐ下の３階が八郎潟を紹介する展示場になっています。
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展望台からの眺めは確かに雄大です。
限りなく続く田園地帯や街並み、そして日本海が正面に見えます。
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そして目を反対側に転じると、そこには大きな池があります。
これは “鞍掛沼” というそうです。

その “鞍掛沼” の対岸には、何やら古代の集落のようなものが見えます。
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ここは “歴史の広場 神話の里 「スサノオの村」” といい、古代集落が復元されたものです。

次に１階下に降りてみると、そこは “八郎潟” の歴史等を紹介する展示館でした。
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干拓前の八郎湖で魚を獲っていたころの漁法やそれに使った道具などを紹介しています。

でも、展望台とこの展示館だけで４００円はちょっと高い気がします。
この周辺、たくさんの人々がいたのにタワーでは誰一人会いませんでしたから、我々のような観光客しか上らないかもしれませね。
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この道の駅、全体を “天王グリーンランド” と呼ばれており、この略図のように広大な施設です。

先ほどのタワーはこの中央、そのすぐ右隣に “天王温泉くらら” があります。


左半分が先ほど展望台から見下ろした “鞍掛沼” そして右半分には、陸上競技場、グランドゴルフ場、ゴーカートなどがあります。

東北の道の駅を回っていて驚くのは、一部の例外はあるとしてもその規模の大きさです。
さまざまな複合施設になったでっかい道の駅が多いように思います。

このあとも、たくさんそのような道の駅に出会うことになります。
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    道の駅しょうわ
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■道の駅名称：　しょうわ
　
■都道府県：　秋田県
　
■道の駅の特徴
　・別名「ブルーメッセあきた」という、植物園を併設した大型施設
　・ガラス張りの巨大温室には、世界の珍しい熱帯植物がいっぱい
　・２万平方メートル芝生花壇公園では、季節ごとの花々を楽しめる
　・春には、６万株のチューリップが咲き誇る
 
■訪問レポート


[image: ]秋田の旅：世界の熱帯植物！“しょうわ”


 訪問日：2010-06-24


 


次に向かったのは同じ潟上市にある
道の駅しょうわ　で、１１ｋｍ程しか離れていません。
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北海道でよくみかけた “防雪柵” がこの東北の道路にも多いです。
冬場の東北の生活も大変なんだろうと思います。
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これが道の駅の本体になる “アグリプラザ昭和” の建物です。
そしてその右側にはこんな建物があります。
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広い芝生の中にある、このガラス張りの建物、一体何だろうと思いました。
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ガラスが反射して見にくいと思いますが、この道の駅、別名 “ブルーメッセあきた” の航空写真です。

一番左端が “アグリプラザ昭和” で、その右に続くガラス張りは “観賞温室” なのです。
更に一番右端に並ぶ建物群は “秋田県花き種苗センター” といって、新しい品種の種苗を生み出す、さまざまな最新施設が並んでいます。

案内板もあったので、これも先に紹介しておきましょう。
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建物群の裏には広大な “芝生花壇公園” が広がっており、御多分に漏れずこの道の駅も大きな総合施設です。
まず、道の駅本体である “アグリプラザ昭和” へ入ってみます。
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天井がすごく高くて、さすがに鉢植えや観葉植物の販売スペースを広くとってあります。

[image: ]　[image: ]

そしてその端に “観賞温室” への入口がありました。
無料なので入ってみます。
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さまざまな熱帯植物が生い茂っています。
そして、この大きさわかりますか？
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小人の世界に迷い込んだようですね。
スタジオジブリの新作 “アリエッティ” の世界がこんなものでしょう！（笑）

まだまだ大量の写真を撮ったのですがしつこいのでこのくらいに・・・・・。

この観賞温室は２棟が繋がっていて、かなりの広さになります。
そしてその裏に広がる広大な芝生花壇公園を考えると全体ではすごい広さになります。
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やはり東北の道の駅は規模の大きいところが多いようです。
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    道の駅象潟（きさかた）
    [image: ]


 


■道の駅名称：　象潟（きさかた）
　
■都道府県：　秋田県
　
■道の駅の特徴
　・鳥海山の絶景と日本海の両方を見ながらのドライブコース
　・道の駅の敷地２万坪で東北最大級
　・温泉施設、足湯、四輪バギー、グランドゴルフなどの施設あり
　・“日本の渚・夕陽百選”や“日本の遊歩百選”等にも選ばれている海岸
　・ショッピング、レストラン、宴会場などの施設も充実


　・２０１６年４月に、新たに「にかほっと」が誕生
 
■訪問レポート


[image: ]みちのく旅２日目：奥の細道 最北の地！“象潟”


 訪問日：2017-9-20


 


国道７号で県境を越えて秋田県に入り、道の駅鳥海から２５分ほどで


道の駅象潟（きさかた）　にやってきました。
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“象潟” は “きさかた” と読みますが、おそらく地元以外の方には読めないでしょうね！


 


ここは東北の道の駅の中で特に気に入った場所であり、是非もう一度来たいと思っていました。


天候の悪化で鳥海山での観光を断念したので時間に余裕ができ、ここでは昼食でもたべてゆっくりするつもりです。


 


この時点で空は厚い雲に覆われているものの、たまに小雨がぱらつく程度です。
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メインの建物はこの６階建てのビルで、看板の中に 「東北最大級」 といった言葉も見えます。


道の駅は周囲の施設まであわせると２万坪にもなりますが、それは順次紹介しましょう。


 


道の駅の話の前に、玄関先にあったこのパネルのことを説明しておきたいと思います。
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これは “奥の細道” を書いた “松尾芭蕉” とその同行者であった “河合曾良” のパネルなのですが、彼らと象潟とは深い縁があります。


 


松尾芭蕉は今から３２０年以上前の１６８９年（元禄２年）に江戸を立ち、みちのくを旅しています。


その目的に 「松島」 と 「象潟」 を見てみたい、という憧れがあり、象潟が最北の目的地だったのです。


 


全行程６００里（約２４００ｋｍ）を旅して江戸にもどり、「奥の細道」 を発表しますが、これは日本を代表する古典の紀行文学となり、それ以来象潟の知名度が上がって多くの文人墨客が訪れるようになります。


 


実は、松尾芭蕉が訪れた頃の象潟と、現在の象潟は、全く違ったものでした。


次の、道の駅パンフレットの表紙をご覧ください。


 


[image: ]


 


ここの道の駅付近の航空写真がありますが、水田の中に小さな島のようなものがたくさん見えます。


 


この地域の現在の地名は “秋田県にかほ市象潟” ですが、そのにかほ市の観光パンフレットから、もう一枚写真を見て頂きましょう。
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水田の中の小さな島のように見えるのを、“九十九島” といいます。


 


芭蕉がこの地を訪れた時代は、この付近は無数の小島が浮かぶ “潟湖” でした。


これを “九十九島・八十八潟” と呼んだのですが、１８０４年の地震で地面が２．４ｍ隆起し、潟湖は水がなくなり、今のような地形に変わったのです。
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さて、話を道の駅に戻しましょう。


上の写真は案内板にあった道の駅全体の配置図です。


 


右端の “道の駅象潟「ねむの丘」” と書かれた部分が、先ほどの６階建ての建物です。


その裏手は日本海であり、海岸沿いに “夕陽百選散歩道” というのがあります。


 


７年前の２０１０年６月に初めて来た時は見ていなかったので、今回は裏手に回ってみました。
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[image: ]


 


メインの６階建てのビルと右隣の休憩施設の建物の間に、“海岸夕日道” への矢印がありました。


そこを入って行くと正面に階段があり、一段高い位置に “ふれあい広場” があります。
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広場から振り返ると、道の駅の建物のちょうど２階部分と高さが同じになります。
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この道の駅の建物は、次のような内容になっています。


 


　１階：　特産品・土産販売、観光情報センター


　２階：　展望レストラン、大広間、個室３室


　３階：　カラオケルーム、大ホール、個室６室


　４階：　展望温泉「眺海の湯」、サウナ


　６階：　展望室


 


丁度２階の高さなので、レストランで食事をされている方たちや、個室らしい和室の部屋でなにやら宴会をされている姿が見えました。


 


ふれあい広場の端の、海に近い場所に、こんなものが建っていました。
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これは “西施像” といいます。


 


中国の春秋末期時代に生きた “西施（せいし）” は中国の四大美女のひとりといわれます。


呉越が争う国難の時代に、敵国に身を捧げ祖国を救った悲劇の美女です。


 


松尾芭蕉がこの地で詠った 『象潟や　雨に西施が　ねぶの花』　という句が、像の由来です。


この句が縁で、西施の故郷中国浙江省の市と象潟は友好交流を深めています。


 


ちなみに “ねぶの花” とは、合歓の木の花のことです。


この道の駅の愛称も “ねむの丘” でしたね。
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この先には海水浴場もありますが、海岸線に沿って遊歩道が整備されており、これらは “日本の渚・夕陽百選”　“日本の遊歩百選” などにも選ばれています。


 


次は道の駅本体についての紹介です。


ここは、大きく２つの施設で構成されています。
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先ほど紹介した道の駅の案内図の中から、建物の部分を拡大してみました。


右側の “象潟「ねむの丘」” が前回も紹介した６階建てのビルですが、もうひとつ左手に “にかほっと” というのがあります。


 


実はこの “にかほっと” というのは昨年（２０１６年）４月にオープンしたもので、７年前に私がこの道の駅に初めて来た時にはありませんでした。


その当時の写真を紹介しましょう。
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（2010-6-24撮影）


 


ご覧のような “農林水産物直売施設” がここにはあったのですが、それが取り壊され、新しい施設が建てられていたのです。


 


そのレポートはあとにして、先に６階建ての “象潟「ねむの丘」” を紹介します。


尚、この建物は実質的には４階建てですが、展望塔まで入れて６階という意味です。
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道の駅登録証の横に、“重点「道の駅」選定証” も掲示されていました。


 


重点道の駅というのは過去のいくつかの記事でも紹介していますが、国土交通省が、「地方創世の核となる特に優れた取組」 を “重点「道の駅」” として選定するものです。


 


道の駅象潟は１９９８年（平成１０年）のオープンでかなり古い方ですが、２０１６年度に全国で３５か所が選定された重点道の駅のひとつになりました。
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店内の写真をずらりと並べてみましたが、一部吹き抜けになっていて明るいし、ディスプレイにもセンスや工夫が見られます。


 


それに何より、随分と広いのです。


秋田の土産なら何でも揃う、という印象です。


 


ここから２階にエスカレーターで上がれば展望レストランです。


新しくできた “にかほっと” でも食事ができるようなので、私たちはそちらに行ってみることにしました。
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これが “にかほ市観光拠点センター「にかほっと」” の正面玄関です。


先ほども紹介したように２０１６年４月のオープンなので、なかなか洒落た建物です。
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にかほっとはご覧のような形をしていますが、玄関の手前、左手には以前の場所から移転した、 “農林水産物直売所” があります。
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そしてその逆の右手方向には、“観光情報コーナー” がありますが、実際入ってみると観光情報だけでなく、いくつかのテイクアウトの飲食店がはいっていました。
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さて、正面から中に入ってみましょう。
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ご覧の通り、中央は “フードコート” になっており、かなりの広いスペースに８０席のテーブル、椅子のセットが並べられています。


 


その周囲には、バラエティに富んだ１５店舗がそれを囲んでおり、そこに注文してテーブルで頂きます。
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私たちはそれらの店舗を見て回り、ひとつのお店で注文しました。


注文をして、貰った番号札をテーブルに立てておくと、出来上がった料理が運ばれる仕組みです。


 


普段私達は道の駅でゆっくり昼食をとることはあまりないのですが今日は時間に余裕があります。


食事のあと、もうひとつ行きたい場所がありました。
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それがこちらです。


これは、無料の足湯 “フットスパあしほっと” です。


 


私たちは一旦車に戻ってタオルを用意し、足湯の建物に入ってみました。
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ここは中央と両サイドに湯船があり、かなりの人数が同時に入れます。


源泉かけ流しで、源泉に近い場所は 「熱めの湯」　離れた場所は 「ぬるめの湯」 と書かれています。
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私たちは久しぶりに一つの道の駅でゆっくりし、ここで２時間近くを過ごしました。


そのことが、ある大きなハプニングに遭遇することに繋がります。


 


 


このあと、予定では “道の駅にかほ” と “道の駅うご” を回って横手市内のホテルに入るつもりでした。


道の駅では時々小雨がぱらつく程度だった空は、この道の駅を出発する時間になると、それを待っていたかのように本格的に降り始めました。


 


このあとのいきさつは、次回にてお話ししたいと思います。
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    道の駅雫石あねっこ（しずくいし）
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■道の駅名称：　雫石あねっこ（しずくいし）
　
■都道府県：　岩手県
　
■道の駅の特徴
　・雫石スキー場や小岩井農場に近いロケーション
　・日帰り温泉施設 “橋場温泉 はしばの湯” や物産館、食事処も充実
　・仮眠のできる広い休憩所には、熱いお茶が飲める設備もあり
　・そば打ち体験道場や、ハーブ園もあり
 
■訪問レポート
[image: ]岩手・宮城の旅：放浪のおじさんと出会う！“雫石あねっこ”


 訪問日：2012-05-31


 


２日目の最終目的地は
道の駅雫石あねっこ　です。

[image: ]

[image: ]

盛岡市内の渋滞や途中の給油などもあって、ここへは１時間２０分ほどかかりました。

“雫石（しずくいし）” は秋田県との県境に近いのですが、かつて世界アルペンも開催された“雫石スキー場” や 日本最大規模の民間農場である “小岩井農場” などで有名ですね。

雫石は京美人の系統を汲む美人の里として知られており、この地方では美しく賢い娘を “あねっこ” と呼びます。
“雫石あねっこ” はそこから名付けられています。
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道の駅の建物は雫石の風土資産や伝統に基づいてデザインされているそうで、各施設が回廊で繋がっています。

[image: ]

[image: ]

全体の配置はこのようになっていますが、もう少し分かり易い略図をホームページからお借りしてきました。
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（道の駅雫石ＨＰより借用）

なるほど、この方が見易いですね。
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まず向かって一番左にあるのが温泉保養施設 “橋場温泉 はしばの湯” ですが 「雫石町地域交流拠点施設」 という堅苦しい名前がついています。

温泉はどろ～っとしたうぐいす色のアルカリ泉で、肌がしっとり、つるつるになるそうで、これが美人の里を産んだ理由ではないかと言われています。
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その隣、つまりまん中が 「雫石町綜合交流ターミナル」 で、ここは “お食事処あねっこ茶屋” や、“産直しずくいし” “物産しずくいし” などが入っています。
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この時間、１７時半を過ぎています。
１８時閉店なのでもう片付けの準備をされているようでした。

そして、一番右端が２４時間オープンの 「道路休憩所」 です。
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この休憩所にスタンプもあって、ちょうど高速道路のパーキングのように紙コップで熱いお茶が飲めるようになっています。
お茶をすすりながら少しゆっくりしていると、居合わせた６０代後半かな、と思えるおじさんが話しかけてきました。

最初は地元の方だと思って話していたのですが、住まいは福島県の郡山とのこと。

震災は大丈夫でしたか？、と尋ねたところ・・・・・
　あっさりと 「全壊だよ！」 と一言！(￣□￣;)!!
内陸だから津浪の被害はなかったそうですが、地震で母屋の一部を残して潰れたのだそうです。

　「俺はあのキャンピングカーでいつも遊んで回っているから、その時は九州にいたんだ」
　「サウナでテレビ見てたら岩手が津浪って言うだろ！その次に宮城が出て、福島まで大災害だって言うんで、慌てて家に電話したんだ！」

おじさんが指さした先にはそのキャンピングカーが停まっていました。
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結局２４時間電話は通じず、家族からメールで潰れた家の写真が送ってきたのだそうです。

　「数日後に電話連絡が取れたら、こちらはガソリンも無いし、原発で大騒ぎになっているからしばらく帰って来るな、って言うんだよ！」

話し好きの実に面白いおじさんで、これから更に北上して北海道に渡るから、今度家に戻るのは９月くらいかな～なんて、とても自宅が全壊したとは思えない呑気な話をされていました。

さて１８時前になったので話を打ち切り、ホテルへ向かいました。
今夜の宿泊先は雫石スキー場や雫石ゴルフ場のある、“雫石プリンスホテル” です。
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雫石プリンスホテルは名門だけあって、建物や施設は立派です。
でも、ここではソフトバンクのモバイルルーターは電波が届かす、ホテルにもネット環境が無くてブログのチェックができませんでした。

スキーシーズンなどは黙っていてもお客が来るからでしょうか、あるいは名門の驕りでしょうか、今まで泊ったいろんなホテルに較べると、対応や気配りの細かな点にちょっと不満が残りました。
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    道の駅遠野風の丘
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■道の駅名称：　遠野風の丘
　
■都道府県：　岩手県
　
■道の駅の特徴
　・国土交通省が選定した全国モデル「道の駅」６カ所の内のひとつ
　・河童伝説の地で、「河童捕獲許可証」を販売（笑）
　・柳田國男の「遠野物語」はこの地方の民話や伝説をもとに編纂された
　・市街地を見下ろす小高い丘にあり、２基の風車で施設の電気を供給
　・年間１００万人以上の入館者があって、活気に満ちている
 
■訪問レポート①


[image: ]岩手・宮城の旅：河童を捕まえる！？“遠野風の丘”


 訪問日：2012-05-31


 


次も同じ遠野市ですが、２０分ほどで
道の駅遠野風の丘　に到着しました。
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“遠野市綾織町” にあるこの道の駅は、“風の丘” の名前の通り風の強い、少し小高い場所にあります。
写真を撮り漏れましたが、風車が２基あって施設広場の消雪設備の電源を賄っているそうです。
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分割して写真を載せましたが、ここもとってもでっかい施設です。
それに平日だというのにやたらとお客さんが多い！

平成１０年にオープンしたこの道の駅、年間１００万人以上の入館者があります。
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このように店舗の前に苗木やお花が所狭しと並べてあると、なんだか活気を感じます。
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道の駅の全体がこのような配置ですが、“遠野市情報交流センター” という部分がとにかく大きく、その中身はこのようになっています。
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これが建物左端の、レストラン、だんご工房の方角です。
ここの入口を入ってみました。
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ここはインフォメーション兼、無料休憩ホールになっています。
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左手がレストランの入口ですが、その手前には時代劇にでてきそうな、遠野民芸家具が・・。
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道の駅スタンプも道の駅登録証もここにあったのですが、登録証の横にこんなものもさげてありました。
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実はこの感謝状、これまでにも何カ所かあったし、このあとも幾度となく見ることになります。

昨年の大震災で甚大な被害を受けた道の駅は東北３県で６か所あり、うち４か所は仮店舗などで営業を再開しましたが、残り２か所が未だに目処がたっていません。

その反面、震災の避難場所になったり、支援物資の供給基地として多大な貢献をした道の駅も少なくありません。

道の駅は全国的に現在、災害時の一時避難場所や復興のための支援基地としての機能に注目を集めるようになってきています。
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道の駅の前にあったこの巨大なポスターが、私にはとても力強く感じました。

さて、話は戻りますが先程のインフォメーションのコーナーにこんなものがいました。
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なんと、河童のキティちゃんではありませんか！

前回の記事でも触れましたが、この地方の民話や伝説をもとに編纂された “遠野物語” には、河童や天狗、座敷童子などが登場します。

ですから土産物にもこの河童に因んだものが多いのです。
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河童饅頭に河童パイ、カッパタオル、くつした、小銭入れと様々ですね。

そして、この表示を発見！
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“河童捕獲許可証” だって！？
早速買いに行きました。
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許可番号が振ってあり、１年間有効です。
遠野市観光協会のお墨付きです。（笑）

この裏側には、カッパを捕える時の注意書きがあります。
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これで大手を振って河童を捕えることができます。
そして私が捕獲してきたのはこれ！
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両手に磁石がついているので、どこにでもピタッとくっつくのです。
でもまだ子供の河童のようだから、リリースしてやったがいいかな？（笑）

次の道の駅へ行く途中の道路工事現場でも！
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やはり河童でした！（笑）
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■訪問レポート②


[image: ]みちのく旅４日目：「遠野物語」民話のふるさと！“遠野風の丘”


 訪問日：2017-09-22


 


みちのく旅の４日目は


道の駅遠野風の丘　からスタートです。


 


[image: ]
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前日は “いわて花巻空港” 付近のホテルに宿泊しましたが、４日目の今日は、まず岩手県を横断して太平洋側の “三陸海岸” に出ます。


それを海岸沿いに南下して宮城県に至るルートです。


 


この三陸海岸のルートは、６年前の東日本大震災で甚大な被害を受けた被災地です。


私は震災の翌年にこの付近を回って、その悲惨な爪痕を直に見ていますので、それがどこまで復興したのか確かめたい、という思いもあります。


 


花巻から太平洋側の釜石までには途中３カ所ほどの道の駅がありますが、ここ “遠野風の丘” は是非もう一度見てみたいと思い、立ち寄ったものです。
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駐車場の端に、この道の駅のシンボルともいえる風車が回っています。


でも、この風車、普段見るものと少し形が違いますね！


 


羽根の部分を拡大してみましょう。
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これは “スパイラル マグナス風車” といい、全国に３つしかない次世代型風力発電装置です。


 


羽根の形がねじ巻き棒になっており、この形状によって回転するのだそうで、その安全性、効率性は米国ＮＡＳＡの風洞実験で実証済みです。


 


この道の駅の “風の丘” という名前の通り、この遠野地区は “寒風（さむかぜ）” といって、とても風が強い場所です。


この風車で一般家庭の９戸分の電力を生み出しますので、道の駅の施設の照明や冷暖房を、この風力発電で賄っています。
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道の駅全体はご覧のような配置ですが、建物はとっても大きいので一度に写真に撮れません。


道の駅のパンフレットから、全体のイラストをお借りしましょう。
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（道の駅パンフレットよりイラスト借用）


 


ご覧のようにいくつもの建物の集合体になっています。


道の駅のパンフレットにも写真があるように、この道の駅、たくさんのお花が並んでいます。
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お花の量が凄いです。


これは切り花ですが、玄関前の広場には鉢植えのお花や苗が所狭しと並んでいます。
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先ほどと逆の方向から写した写真ですが、下の大漁旗のある建物は、“漁師の魚屋” といって三陸の大船渡で水揚げした魚介類を直売するお店です。


 


では、建物内に入ってみることにしましょう。


 


[image: ]
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道の駅登録証の他に、ご覧の 『全国モデル「道の駅」』 の選定証がありました。


 


国土交通省が選定する 『重点「道の駅」』　というのは２６年度に３５か所、２７年度に３８か所選ばれていますが、この 『モデル道の駅』 というのは全国に６か所しかありません。


 


■全国モデル「道の駅」


　①「遠野風の丘」（岩手県　遠野市）


　②「もてぎ」（栃木県　茂木町）
　③「川場田園プラザ」（群馬県　川場村）
　④「とみうら」（千葉県　南房総市）
　⑤「萩しーまーと」（山口県　萩市）
　⑥「内子フレッシュパークからり」（愛媛県　内子町）


 


ですから、全国１１１７か所（１０月現在）の道の駅のなかの、トップクラスといえると思います。


 


先ほどの写真の左下に 『ＴＯＰ３０』 というパネルがありますが、これはトリップアドバイザーが主催した　『口コミで選ぶ“行って良かった”道の駅』 で、トップ３０位までに入ったというものです。
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この写真は道の駅の正面玄関から入った “エントランスホール” で、この右手に “産直・物産ホール” があり、左手は “レストラン風車” です。


 


先に物産ホールをちょっとだけ覗いてみましょう。
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ここには河童のぬいぐるみがたくさん並んでおり、河童に纏わるＴシャツ、靴下、タオル、小銭入れ、お菓子などと、何でも河童づくしになっています。


 


この “遠野地区” は、柳田圀男氏がこの地方の民話や伝説をもとに編纂した “遠野物語” の舞台です。


その遠野物語に登場する、河童、座敷童子、天狗などが遠野地区の主役なのです。


 


５年前に私がここで買ったものあります。
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“カッパ捕獲許可証” です。（笑）


でも、有効期限が１年なので、もう使えません！


 


さて、この道の駅で私が見たいものがもうひとつあります。


道の駅の裏手に “展望デッキ” があるのですが、前回来た時は知らずに見ていないのです。
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（道の駅ＨＰより、施設案内図の画像を借用）


 


インフォメーションにおられた女性に尋ねると、エントランスホールの奥に “休憩ホール” があり、そこから外の展望デッキに出られるということでした。
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道の駅自体が少し小高い丘の上にありますから、そこからは遠野地区の田園風景が広がります。
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遠くに川が見えるのは “猿ケ石川” です。


 


道の駅のすぐ下には、道路に沿って “ＪＲ釜石線” の線路が走っています。


この線路を土日祝日だけ通るものがあります。
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それがこの “ＳＬ銀河” です。


道の駅の展望デッキは、このＳＬ銀河を眺めたり写真を撮るのにうってつけの場所です。


 


民話のふるさと遠野の田園風景を背景に、ＳＬが煙を吐いて走る姿を見てみたい気がしました。
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    道の駅上品の郷（じょうほんのさと）
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■道の駅名称：　上品の郷（じょうほんのさと）
　
■都道府県：　宮城県
　
■道の駅の特徴
　・北上川の船着き場のイメージで作られており、雲を模した明り取りがある
　・震度７まで耐えられる、面格子構造の壁を採用
　・充実した日帰り温泉施設「ふたごの湯」や品揃えの充実した直売所
　・ランチバイキングもあるレストラン
 
■訪問レポート


[image: ]岩手・宮城の旅：最終回！“上品の郷”


 訪問日：2012-06-03


 


いよいよ最後の目的地
道の駅上品の郷（じょうぼんのさと）　へやってきました。
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ここは 三陸縦貫自動車道の “河北ＩＣ” の近くにあり、津山の道の駅からは２０分ほどでした。
所在地は “宮城県石巻市” ですから、やはり東日本大震災では大きな被害を受けたところです。

[image: ]

ここも横に随分細長い道の駅です。
２００台分以上の駐車場を備えていますが、日曜日ということもあってか、ぎっしりと車で埋まっています。

“上品（じょうほん）” という名前は、道の駅の東に聳え立つ “上品山（じょうぽんさん 海抜468ｍ）” に由来します。
“上品” とは仏教用語では “極楽浄土” を意味するのだそうです。
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この道の駅、前を走る国道４５号を北上川に見立て、道の駅をその船着き場のイメージで作られているのだそうです。

屋根の上に一部白い部分が見えますね。
これは “雲” をイメージした明かりとりで、昼間は室内を明るくし、夜は逆に室内の明かりを写して幻想的な雰囲気を作りだします。

すべて木造建築で、壁に “面格子” が見えると思いますが、これにより震度７程度までは耐えられるのだそうです。
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道の駅の全体はこのような配置になっています。
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一番右手に “ふたごの湯” があります。
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ここがレストラン付近の入口です。
天井まですべて “面格子” になっているのが分かりますね。

[image: ]

そして左端に農産物販売所やコンビニ、ファーストフードなどのコーナーがあります。

[image: ]

それでは中に入ってみましょう。
玄関の左手では名前は知らないけど昔の楽器のようなもので、おじさんが何やら演奏をしています。
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中もすごく広くて立派です。
すべてが “面格子” の構造になっているのがわかりますね。
屋根の中央が、先程の「雲」をイメージした明かりとりです。

こういう木材をふんだんに使った内装というのは温かみがあって、私は好きです。

さて、ここへの到着は１４時１０分です。
あとは仙台空港まで走るだけですから、ここで昼食をとることにしました。

私たちの旅は常に時間に追われていて、まともに昼食をとることは無いのですが、最終日だけは余裕を持たせています。
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ここは大きなレストランです。
昼食バイキングが１０００円であったのですが、それほど食べられそうにないので単品にしました。
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何故かラーメンを食べたい気分だったので、野菜ラーメン（だったかな？）を注文しました。
野菜のたっぷり入ったラーメンということで、ちゃんぽんのような味でした。（笑）

お腹も満足したので、ここから１時間２０分、一気に仙台空港まで走り、無事に帰途につきました。


今回の旅で最も印象に残ったのはやはり、被災地を自分の目で見たことです。
テレビや新聞を通してではない、現実の光景がそこにありました。

いろんな方から話を聞く機会もありました。
おそらくその人たちの中には、身内や友人を亡くされた方もあったかと思います。

現状を知ったところで、自分では何もできないもどかしさを痛感しました。

昨日の７月２２日で震災から５００日を迎えましたが、未だに２７万人の方が仮設住宅に暮らし、瓦礫の処理さえわずか２０％しか終わっていない現実があります。

あの日、世界中が驚愕した未曽有の大災害を決して風化させてはいけない、そしていつか再び起こる時の為に備えをおろそかにしてはならない、ということだろうと思います。

　●今回の道の駅訪問数：　３５箇所
　●走行距離：　１２５８ｋｍ

最後までのお付き合い、本当に有難うございました。
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    道の駅あ・ら・伊達な道の駅
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■道の駅名称：　あ・ら・伊達な道の駅
　
■都道府県：　宮城県
　
■道の駅の特徴
　・伊達政宗公が青年期を過ごした場所
　・来場者数が東北トップクラスで、成功した道の駅のモデルになっている
　・直売所とレストランのほか、いくつものテナント店舗あり
　・中央に円形スペースの休憩所あり、らせん通路で屋上に出れる
 
■訪問レポート


[image: ]福島・宮城の旅：伊達政宗ゆかり！“あ・ら・伊達な道の駅”


 訪問日：2012-09-26


 


本日の３か所目は３５分ほど走って
道の駅あ・ら・伊達な道の駅　に到着しました。
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この道の駅、正式名称が “道の駅あ・ら・伊達な道の駅” って前後に 「道の駅」 がつくのはちょっと変ですね！（笑）

この地 “大崎市岩出山池月” にあった “岩出山城” で伊達政宗公が青年期を過ごしたことから、道の駅に 「伊達」 の名前がついたものです。
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これが玄関なんですが、正面に大きな絵が飾ってありますね。
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ご存知、伊達政宗でした！
これは仙台城にある 「伊達政宗騎馬像」 の絵です。

この伊達政宗繋がりで、大崎市は、“北海道の当別町”、“愛媛県の宇和島市” と姉妹都市になっています。
いずれも伊達家にゆかりのある地域です。

ですから、店内の “姉妹都市コーナー” では、それぞれの地域の特産品も販売されています。
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道の駅の全体はこのようにかなり大きな規模です。
円弧型の建物の前には、屋外の販売コーナーもあります。
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正面の右側にあるのがこの “田楽小舎” と、その向こうのソフトクリームのお店です。
ひっきりなしに皆さん、田楽やソフトを買っています。
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正面左手のこちらはたこやきや玉こんにゃくを売っています。

[image: ]

メインの建物の配置図がこれです。
文字が小さくて読めないと思いますが、元々これは英語と韓国語と中国語で書いてあり、日本語は無いのです。(^_^;)

中央の入口から入ってみました。
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正面をまっすぐ入ると広い丸い空間があり、これは “多目的スペース” です。
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普段はこのように椅子とテーブルがあって、休憩したり食事をしたりされています。

まわりにらせん状の通路があるのが見えるでしょうか？
円形スペースを囲むらせん状の通路では絵画や写真などの作品の展示がされていて、この日は震災関係の写真が並んでいました。

らせん通路を上って行くと屋上に出るようになっています。
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先程建物内の配置図がありましたが、入口からすぐ左手にはコンビニエンスストアとレストランがはいっています。
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そして正面に向かって右手にはファーストフードのコーナーや民芸品のお店などいくつかのテナントが並んでいて、姉妹都市コーナーもこの一角にあります。

それを通り抜けた奥の広い空間が “農産物直売所” です。

[image: ]

[image: ]

農産物直売所の片隅にはこの様に食事をするコーナーもあって、“米工房” “蕎麦工房” “パン工房” が並んでいました。

この道の駅、写真でお分かりかと思いますが、平日というのにたくさんの人々で賑わっています。
ここは全国でも有数の “成功した道の駅” としてマスメディアでも紹介されるそうです。

時間があればもっと見て回りたい、私のお気に入りの道の駅の一つになりました。
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    道の駅白鷹ヤナ公園（しらたか）
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■道の駅名称：　白鷹ヤナ公園
　
■都道府県：　山形県
　
■道の駅の特徴
　・裏手を最上川が流れ、日本一の「ヤナ」が常設されている
　・多い日には、１日に１万匹のアユが獲れる
　・体験観光ヤナでは、飛び跳ねるアユを手づかみできる
　・屋台や食堂では、塩焼きをはじめ新鮮なアユ料理を堪能できる
　・日本三大急流「最上川」の景観があり、ドラマ「おしん」の撮影現場も近い
 
■訪問レポート


[image: ]山形の旅：アユが跳ねる！“白鷹ヤナ公園”


 訪問日：2010-09-20


 


次は山形県では最も新しい道の駅である
道の駅白鷹ヤナ公園　です。
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ここは前の道の駅から５７ｋｍの距離があり、１時間５分を要しました。
到着時刻１６時半、予定では残りが４か所ですから、かなり不安になってきました。
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実はここへ訪問する２日前の土曜日朝のテレビ番組 「旅サラダ」 の中で、ラッシャー板前さんがこの道の駅で生放送をやっていて、この日は “白鷹鮎まつり” があっていることを知っていました。
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広い駐車場の入口、出口ではガードマンが交通整理をしており、時間が遅かったからスムーズに入れたものの、昼間だったらかなり待たされたことだと思います。
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時間的に既に片付けが始まっていましたが、会場にはステージなども作られ、お祭り気分一色です。
そして、“白鷹ヤナ公園” といえば、当然 “鮎” ですね。
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こうやって鮎を焼いている屋台がずらりと並んでいます。
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これが道の駅の本体ですが、左側に “鮎券販売所” という文字が見えますね。
「塩焼き１本４００円」 、事前に券を買わないと食べられないのかな？
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道の駅の裏側に “最上川” が流れており、ここに常設としては東洋一とも言われる “ヤナ” があります。
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この最上川の急流の中に作られた “ヤナ” で、多い時は１日に１万匹の鮎がかかるとテレビの番組で漁師さんが言われていました。

そしてここには “体験観光ヤナ” があって、飛び跳ねる鮎を手で捕まえる体験ができるのだそうです。

この最上川、ここから１０分くらいの場所に “太平橋” というのがあり、かつてドラマ 「おしん」 の撮影現場になりました。

非常に魅力的な道の駅でしたが、残念ながらあまり時間が残っていないので “鮎の塩焼き” に後ろ髪を引かれながら次へ急ぎました。
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    道の駅ばんだい
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■道の駅名称：　ばんだい
　
■都道府県：　福島県
　
■道の駅の特徴
　・会津磐梯山の雄姿がすぐ目の前
　・磐梯山、裏磐梯、五色沼、猪苗代湖など観光地への拠点
　・「磐梯山ゴールドライン」をはじめとする多彩なドライブコース
　・福島の土産がなんでも揃う充実の物産館など
 
■訪問レポート


[image: ]福島・宮城の旅：会津磐梯山を仰ぐ！“ばんだい”


 訪問日：2012-09-28


 


福島県南部の道の駅巡りから、一気に猪苗代湖付近まで北上し
道の駅ばんだい　へやってきました。

[image: ]

上の地図の、⑦から⑧までずいぶん離れているのがわかりますね。
距離で７９ｋｍ、１時間５０分もかかりました。

ここから宿泊のホテルまでは３０分ほどですから、万一間に合わなければ明日朝にしようと思っていましたが、１７時には到着することができました。
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この周辺地図の中央が、日本百名山のひとつである “磐梯山” です。
一番下に “猪苗代湖” があります。

道の駅ばんだいが左下、そして本日宿泊するホテルが右下にあります。
磐梯山を挟んで北側を “裏磐梯” といい、ここには “桧原湖” “小野川湖” “秋元湖” があり、有名な観光スポットでる “五色沼” もここにあります。

この付近は、明日回る予定で、今回私が一番楽しみにしてきた地域です。
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１７時を過ぎるとさすがに日は傾いています。
その傾いた陽射しがちょうど道の駅の建物に当たって、赤く染まっていました。
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ご覧の通り、道の駅の向こうに堂々と聳えるのが標高１８１６ｍの活火山 “磐梯山” で、“会津富士” とか“会津磐梯山” などとも呼ばれます。

磐梯山の南側が “表磐梯” 北側が “裏磐梯” ですが、この表磐梯からは整った山容であるのに対し、裏磐梯からは、山体崩壊の跡が見える荒々しい姿になります。

「会津磐梯山は～、宝の～山よう～」 の唄の通り、地元には観光資源を始め様々な恩恵をもたらしてくれています。
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道の駅全体はかなりでっかくて、駐車場のぎりぎり端まで行って、ようやく全体の写真が撮れました。

[image: ]

道の駅の配置図がこれです。

右手が “活性化センター” で、左側が “物産館” になっており、物産館にはレストラン、土産物コーナー、コンビニなどがあります。
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中央の “エントランスホール” から入ると、そこはかなりの広さの休憩所になっていました。
夕方の時間ですから、ここにはあまり人影がありません。
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この売り場はさすがに広くて、まさに観光地の土産物センターのイメージです。
あらゆる土産ものがここで買えます。

明日の最後にもう一度ここに来て、今回の土産は全部ここで揃えてしまおう、と言っていたのですが、結局は時間切れで再び立ち寄ることはできませんでした。
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一番奥には食事処がありました。
高速のインターにも近く、何より磐梯山が目の前に聳える絶景もあって、私のお気に入りの一つになりました。

さて、本日の８カ所の道の駅を回り終え、これから今夜の宿泊地に向かいます。
今夜の宿泊は “ホテルリステル猪苗代” というリゾートホテルなのですが、これについては次回に詳しくお伝えしようと思います。
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    道の駅よつくら港
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■道の駅名称：　よつくら港
　
■都道府県：　福島県
　
■道の駅の特徴
　・東日本大震災からの復興により２０１２/８月にリニューアルオープン
　・道の駅の復興が町の復興に繋がっている
　・震災を経験した子供たちの未来へのメッセージがタイルで貼ってある
　・２階のフードコーナーや展望テラスからの太平洋の眺望
 
■訪問レポート


[image: ]福島・宮城の旅：復興の第一歩！“よつくら港”


 訪問日：2012-09-27


 


次は再び太平洋沿岸に出て、大津波の被災地である
道の駅よつくら港　に向かいました。
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道の駅ひらたを出て、再び “磐越自動車道” を走りました。

途中のいわき中央ＩＣといわき四倉ＩＣ間は災害復旧工事区間で通行止めのため、手前の “いわき中央ＩＣ” で下りて一般道を辿りました。
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途中２カ所に立ち寄ったとはいえ、南相馬の道の駅を出たのが１１時、よつくら港に到着したのが１４時４５分ですから、迂回するのに３時間４５分かかった計算になります。

この道の駅の道路情報コーナーに、“相馬・南相馬といわき間の迂廻路” の地図がありました。
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この地図にはきちんと 「立入禁止区域」 と通れる道路が示してあります。

私たちは飯館村を通って川俣町に出て、国道３４９号を南下してきましたから、道の駅そうまの女性店員さんから教えて貰ったルートは、正に正解だったことになります。

ここは “いわき市” です。
いわき市といえば誰でも知っているのはこちらだと思います。
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フラガールですね。
そしてこの地は、２０１１年３月１１日、東日本大震災で甚大な被害を受けました。

道の駅よつくら港も、一時閉鎖し、仮店舗などでの営業を経て、本年８月１１日にリニューアルオープンしたのです。
それまでの道のりを、この道の駅のパンフレットからご紹介したいと思います。
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震災から１年半で見事に復興を遂げたのがこの道の駅なのです。

駐車場は道路を挟んだ少し離れた場所にあります。
すぐ先は海岸で、この日は結構大きな波が打ち寄せていました。
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ふと目にしたのがこの光景です。
漁船が並んでいるのかと最初思ったのですが、よく見るとそれは無造作に積み上げられているようです。
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おそらく被災した船舶が放置されているのだと思います。
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国道側から道の駅に入ってみました。
道の駅の本体の建物の横に、“情報館” というもう一回り小さい建物があります。

[image: ]

こちらはまだ復旧の工事中らしく、閉鎖されていました。
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道の駅はこのように、１階より２階の方が広い構造になっています。
左端に吹き抜けの部分があります。
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何か大きなものがあるので行ってみるとこれでした。
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２階の窓が顔の部分にきますが、青森県五所川原の “立佞武多（たちねぷた）” です。
復興を願って設置されたのでしょう。
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２階に先に上がってみると、そこは “フードコーナー” がありました。
どの席からも、美しい海岸線を眺めながら食事ができます。
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“展望テラス” もなかなかきれいで、外側の階段を使って直接上がってくることもできます。
１階へ下りてみました。
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１階は直売コーナーになっています。
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１階から海側の方に出ると、そこはテラスがあり、その先が “ふれあい広場” です。
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このテラスの大きな柱には、外側を除いた３面に、子供たちが描いたと思われるメッセージがすべてに貼ってあったのです。

その一部を紹介しましょう。
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大変な災害から立ちあがり、未来を目指す力強い子供たちの心をここに見た気がしました。
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遠方から来た部外者である私たちには、被災された方たちの本当の悲しみや苦悩は分かっていないと思います。
でも、災害を乗り越えて復興の一歩を踏み出した力強い姿を、この道の駅で見ることができました。
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    道の駅美ヶ原高原美術館
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■道の駅名称：　美ヶ原高原美術館
　
■都道府県：　長野県
　
■道の駅の特徴
 ・「ビーナスライン」ドライブコースの終点
 ・海抜２０００m、雲上の道の駅
 ・北アルプス、南アルプス、八ヶ岳と３６０度の眺望
 ・現代アート彫刻など約３５０点を屋外展示
 
■訪問レポート
[image: ]長野・新潟の旅：雲上の道の駅！“美ヶ原高原美術館”


 訪問日：2013-07-27


 


４日目の最後の目的地、そして長野県最後の道の駅である
道の駅美ヶ原高原美術館　へやってきました。
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今回の旅で私が最も楽しみにしていた場所の一つが、この “美ヶ原高原” です。

マルメロの道の駅からは２５ｋｍで４０分ほどの道のりでしたが、途中最短コースを辿った為に、大型車通行禁止の結構狭い山道を走りました。

そして、憧れの “ビーナスライン” の途中に合流すると、目的地はまもなくです。
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“美ヶ原高原” はビーナスラインの終点で標高２０００ｍの雲上のリゾートです。

北アルプス、南アルプス、八ヶ岳と３６０度の眺望が開け、２００種類以上もの高山植物が咲き乱れる、日本で最も美しい高原といわれています。

その高原の東側、約１３万平方メートルの敷地に、現代アート彫刻など約３５０点を屋外展示したものが“美ヶ原高原美術館” なのです。
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建物入口にもこの様に、両サイドにブロンズ像が立っています。
この建物、中はこの様になっています。
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この入口中央にある短いエスカレーターを上って行くと、ショッピングモールがあります。
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このショッピングモールはとても広くて、大勢のお客さん達で混み合っているのですが、とっても楽しくなるような商品が数多くあります。

ひと通り見て回り、買い物は最後にやることにして、“展望テラス” に出てみました。
ここでは、軽食を食べることもできるのです。
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この日は朝からおおむね快晴だったのですが、美ヶ原に向かう途中から次第に雲が出てきました。
そして、本来なら３６０度の絶景を楽しめるはずのこの展望テラスからの眺望はこんな具合です。
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周囲の山々は厚い雲に覆われて、うっすらとしか見えません。

ここへの到着が１４時１０分、遅い昼食をとることにしました。
といっても、私たちが食べたのはこれ・・・・。
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“おやき” と “肉まん” と “山賊焼” です。

おやきは信州の名物で、あちこちの道の駅で見かけたので一度食べてみたかったのです。
野菜や山菜など、いろんな種類の具がはいった饅頭で、私は　“野沢菜” を選びました。
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そして山賊焼というのは、いわゆる鳥の唐揚げなんですが、山賊が通りがかった旅人から金品を “取り上げる（鳥揚げる）” ことから、この名前がついたと言われています。



普段食べる唐揚げと違って、すごく カラッとして、実に美味いのです。
これは印象に残る味でした。
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あとで気がついたのだけど、２階にちゃんとしたレストランと、和食の食事処もありました。
でも、展望テラスでの普段食べられない地元の名物がやっぱり私たちには満足でした。

お腹が落ち着いたところで、ここのメインである、高原美術館を見に行くことにしました。
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この高原美術館は大人１０００円の有料なのですが、ここでチケットを買い、２階に上がって改札をとおり、美術館に唯一繋がっている橋を渡って入場することになります。

建物の配置図を、もう一度見て頂きます。
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１階の右端に “入場券売り場” がありますからここで大人１０００円の入場券を買い、らせん階段で２階に上がります。

入場券は２階でも売っていたようです。
ここで入館口を通り、唯一の通路である橋を渡って屋外展示場に出るのです。
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橋を渡って振り返ったのがこの写真です。
建物の右端にマークがありますが、ここって “フジサンケイグループ” だったのですね。
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橋を渡るとき、山の向こう側からもくもくと雲が流れてくるのが見えました。

いやな予感がしたのですが、予感が的中して５分もすると雨が降り出しました。
最初は小雨だったのでそのまま濡れていたのだけど、そのうち雨粒が太くなり、傘をさして見て回りました。

ですから、写真があんまり奇麗でないのが残念です。
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橋を渡って最初にあったアートがこれです。
前衛的で何を意味しているのかよくわかりませんが・・・・・。
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これが一応、この美術館の玄関なのだろうと思います。
中にあるのは、文字通り “親指” です。

フランスのセザールという方の作品で、高さは３０８ｃｍあります。
作者自身の右手親指の型をとって、指紋や皺にいたるまで忠実に再現したものなのだそうです。
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駐車場からも見えていたのですが、ここにはたくさんの動物の像もあります。
このシマウマ、駐車場からはシマウマの群れに見えたのですが、ここで見ると足も首もありませんね。、
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これは、“Wind Dancer” といい、少女のスカートは風向きによって方向が変わります。
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これはバレーのレッスンをしているのでしょう。
私たちの前にいたおばさんが、横で同じ格好をして写真を撮っていました。（笑）

坂道を上って行くと、こんなのがあります。
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白いポールの上に立っているのは、“愛のモニュメント” といいます。
手前の家族の像は直接には関係がないのだと思うけど、なんとなくマッチしていますね。
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中央にある黄色いクレーンみたいなものは、“星のコンパス” といって、緻密に計算されていて、わずかな風を受けて回転します。

この美術館には、このような “巨大な動くもの” が結構あるようです。
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一番下の赤いのは、直径２ｍを超す円筒と、それを切断した２８個のパーツを複雑に組み合わせていて、重さが３６トンにも及ぶそうです。
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これは朽ち果てた巨大な樹木の残骸に見えますが・・・・・・。
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背景にお城のようなものが見えますね。

これは、“ビーナスの城” といい、「ミロのビーナス」 など８体の大理石像（模刻）が展示されているそうですが、この雨の中、そこまで行く余裕がありませんでした。
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この辺だと、形があるので我々素人にもなんとなくわかりますね！（汗）

いよいよ雨脚がひどくなってきたので、諦めて退散することにしました。
この間、１５分か２０分かな？

広大な美術館のごくわずかしか見ていません。
１０００円の入場券の、多分３００円分くらいしか見なかったのではないかと思います。(;^_^A

この日は松本市内の宿泊でしたから、ビーナスラインを下り、長野自動車道の岡谷ＩＣから高速に乗るルートを辿りました。

ビーナスラインを下るとき、先が見えないくらいの豪雨に見舞われました。
後日ニュースを見ると、この日は全国各地で、ゲリラ豪雨による大変な被害が出た日でした。

この程度で済んだから、良かったのかもしれません。
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    道の駅富士吉田
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■道の駅名称：　富士吉田
　
■都道府県：　山梨県
　
■道の駅の特徴
 ・富士山レーダードーム館が隣接
 ・道の駅の標高も９００ｍ
 ・“富士山アリーナ” “レストラン＆地ビールふじやま” “ふじ産品発見館” “歴史民俗博物館” など、
 　さまざまな施設が集まった複合施設
 
■訪問レポート


[image: ]静岡・山梨の旅：富士山レーダードームが聳える！“富士吉田”


 訪問日：2012-07-27


 


道志村から戻って山中湖畔を走り、
道の駅富士吉田　へやってきました。
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“富士吉田市” は富士山の北麓、山中湖と河口湖の中間地点にあります。

日本の象徴ともいえる富士山の眺めや富士五湖などの豊かな観光資源に恵まれ、地域全体では年間２１００万人もの観光客が訪れる日本有数の観光エリアです。

そしてこの道の駅も、標高９００ｍに位置しています。
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この道の駅に着いて最初に驚くのがこちらの建物です。
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これが道の駅に隣接する “富士山レーダードーム館” です。

昭和３０年代、日本は度重なる大型台風に見舞われ、特に１９５９年（昭和３４年）の伊勢湾台風では甚大な被害を蒙ります。
日本で一番高い場所に気象レーダーを設置することは、気象関係者にとって永年の悲願でした。

昭和３８年年６月に標高３７７６ｍの富士山山頂への気象レーダー建設に着手、過酷で危険な環境の中で難工事と戦い続け、ついに昭和３９年９月に完成します。

この当時、気象庁の気象レーダー建設責任者の一人として難工事に挑んだのが、小説家 “新田次郎”で、のちにこの体験を基に “富士山頂” という小説を書き上げています。

ＮＨＫ番組の “プロジェクトＸ” でもその第１回目でこの世紀の挑戦を取り上げています。
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富士山レーダーは台風監視の砦として日本の空を見続け、災害防止や天気予報に活躍してきましたが、気象衛星などに後進を譲り、１９９９年、ついに３５年間におよぶ役割を終えました。

その功績を永く後世に伝える為、ここ富士吉田市に体験学習施設として移設されたものです。
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この道の駅の航空写真ですが、手前に “道の駅富士吉田” 右手に先程の “富士山レーダードーム館”があります。

更に “富士山アリーナ” “レストラン＆地ビールふじやま” “ふじ産品発見館” “歴史民俗博物館” など、さまざまな施設が集まった複合施設で、全体を “リフレふじよしだ” と呼びます。

“リフレ” とはリフレッシュのことかな？
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まずこれが “レストラン＆地ビールふじやま” です。
富士山の伏流水を使って醸造した地ビールが自慢のレストランです。
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こちらは “富士山アリーナ” です。
冬はアイスホッケーの他、一般も滑走できるスケートリンクになります。

春から秋の期間は、各種のイベント会場になっていますね。
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そして正面にあるこちらの建物が “道の駅富士吉田” の本体です。
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早速中に入ってみます。
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これが道の駅本体の館内図です。
左側イベントデッキの端に “富士山の名水” があります。

[image: ]

この水は富士山に降った雨や雪が数十年の年月をかけ、大自然に浄化され伏流水となったものを地下１００ｍから汲み上げたものです。

溶岩層によって濾過されたこの水は多くのミネラル分を含んでおり、「バナジウム」 の含有率の高いのが特徴です。

お持ち帰り自由のこの名水、まさに “富士山の恵み” といえます。
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    道の駅なるさわ
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■道の駅名称：　なるさわ
　
■都道府県：　山梨県
　
■道の駅の特徴
 ・裾野までの富士山全身を眺望する絶好のロケーション
 ・富士山博物館を併設
 ・自然探索路も整備されている
 
■訪問レポート


[image: ]静岡・山梨の旅：富士山博物館を併設！“なるさわ”


 訪問日：2012-07-27


 


３日目の最後に向かったのは、
道の駅なるさわ　です。
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地図でご覧の通り、道の駅なるさわは富士五湖のほぼ中心付近に位置します。

富士山側に何も視界を遮るものがないために、裾野までの富士山全身を眺望する絶好のロケーションであり、その絵のような姿を見る為にここを訪れるリピーターも多いそうです。

でもやっぱりこの日は、「富士山ってどっちの方向？」 という状態でした。（涙）
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“南都留郡鳴沢村” は、人口が約３２００人で、標高９００ｍ～１０００ｍにかけて、この鳴沢と大田和という二つの集落があります。

そして、富士山北麓の頂上付近までが “鳴沢村” なのです。

富士山頂付近に静岡県との県境がありますが、調べてみると “富士山頂郵便局” や、最高地点の “剣ヶ峰” は、静岡県の富士宮市になるんですね。

ただ、ここから見える（はずの）富士山北麓の裾野は、大半が鳴沢村なのだそうです。
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この道の駅は、乗用車が２６３台、大型バスが１７台も停められる広大な駐車場があります。
夕暮れのこの時間でさえ、大型バスが何台も停まっていました。
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国道１３９号からはいって、広い駐車場の右手に “情報交流施設” があり、奥に “富士山博物館” があります。

あとで気がついたんだけど、博物館の更に裏手には “鳴沢いきやりの湯” という温泉施設もあったのですね。
他に自然探索路なども整備されていて、その全体を “なるさわクリエーションパーク” と呼びます。
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これが “情報交流施設” の建物です。
中に入ってみましょう。
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鳴沢村で収穫される高原野菜や、富士桜ワインなどの特産品が並んでいます。

スタンプも無事に取得。
でも、道の駅登録証は見当たりませんでした。
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ここにも地下３００ｍからボーリングした富士山の水がありました。

嫁が飲んでみたら美味しかったそうで、車にペットボトルの空き瓶を取りに行って戻ってきたら、「本日は終了！」 になっていました。（泣）
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そして “富士山博物館” へ行ってみました。
表には何故か、大きな恐竜の頭だとか、巨大な岩石が陳列されています。

[image: ]

[image: ]

正面を入るとロビーには、富士山を構成する様々な岩石や水晶が展示されています。
その右奥がショップになっています。
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ショップの反対側、ロビー奥の左手には博物館の入口があります。
中に入ると真っ暗な中をスロープで地下に下りて行きます。

そのスロープに巨大な恐竜がいて、時々首を持ち上げて “ウォー！” と唸り声をあげます。
写真を撮ったんだけど、ピンボケでした。（泣）
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地下に降りると中央に巨大な富士山の模型があります。
スケルトンになっていて、富士山の地下の仕組みが分かるようになっています。

そして周囲には様々な富士山に関する資料が展示されています。

[image: ]

[image: ]

この巨大な水晶にはパワーがあるのだそうです。
私が手をかざすと、静電気で引っ張られるような感触がしました。

嫁は何も感じないとのことでしたから、私の気のせいかな？（笑）
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    道の駅こぶちざわ
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■道の駅名称：　こぶちざわ
　
■都道府県：　山梨県
　
■道の駅の特徴
 ・八ヶ岳の麓に位置する高原リゾート地
 ・ホテル、レストラン、温泉、体験工房などが広大な敷地に点在
 ・道の駅には無料の足湯もあり
 
■訪問レポート


[image: ]山梨・埼玉・群馬の旅：八ヶ岳南麓！“こぶちさわ”


 訪問日：2013-10-23


 


最初の目的地は、
道の駅こぶちざわ　です。
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通常はこの時期、９月に行くことが多いのですが、台風のリスクを避けて今年は１０月にしました。

ところが異常気象の影響でしょうか、１０月に入っても毎週台風が発生し、今回の私の日程に合わせたかのように台風２７号と２８号の二つが日本列島に接近していました。

これが関東を直撃すれば道の駅巡りを中断してホテルに退避するしかない、と覚悟していたのですが、幸いにも本州を少し離れたコースを辿った為、大きな支障はありませんでした。
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福岡空港を10：20に発ち、信州松本空港に到着が11：40、レンタカーを借りて出発です。

長野自動車道、中央自動車道と辿り、山梨県に入って “小淵沢IC” を下りるとまもなく “道の駅こぶちさわ” に到着します。
空港から５０分ほどかかりました。

ここは以前、長野県の “道の駅信州蔦木宿” を訪問した時、近くまで来たことがあります。
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今回借りた車はトヨタの “PASSO” ですが、この車、ルームミラーからのバックが、すごく見難いのが難点です。

それに、かなり走っている車のようで、ナビのデータが古いのです。
何度も道なき道を走らされて慌てました。
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“山梨県北杜市” にあるこの道の駅、八ヶ岳に抱かれた高原リゾート地にあります。

北杜市は 「日照時間が日本一」 というのが自慢の一つなんですが、この日は近づく台風の影響もあって、どんよりとした曇り空です。
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ここは樹木に囲まれた広大な敷地に、いくつもの建物が点在しています。
おおよその配置はこの様になっています。
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手前の駐車場に停めて、目の前にあった “体験工房” がこちらです。
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この体験工房では、“陶芸” “押し花” “シルバーアクセサリー” “フラワーアレンジ” “ステンドグラス” など、１３種類もの工芸品や食品加工の体験ができます。
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体験工房の裏側にあるのが、この施設の “本館” にあたる “スパティオ小淵沢” で、ホテル、温泉、それに中華料理と郷土食料理のお店が入っています。
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さて、目的の道の駅は、駐車場から向かって一番左端にありました。
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ここは平日というのに、結構人が多いのです。
玄関から入ったところで、無事に今回最初のスタンプをゲット！
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中は、とってもお洒落な雰囲気なんです。
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屋外のカフェテラスの雰囲気も良いですね。
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このかわいい建物がトイレです。
そのすぐ手前には、足湯もありました。
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タイミング悪く、おじさんの陰になっているけど、この屋根の下が足湯なんです。
八ヶ岳山麓のリゾート地らしい、センスの良さを感じさせる道の駅だと思いました。


この日は八ヶ岳の姿は全く見えなかったのですが、最終日松本空港に向かう高速道路からの姿を、最後に紹介しておきましょう。
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    道の駅常陸大宮
    [image: ]


 


■道の駅名称：　常陸大宮
　
■都道府県：　茨城県
　
■道の駅の特徴
 ・国交省の重点道の駅に指定
 ・モダンで美しい建物で、レストラン、フードコートなども充実
 ・屋外にはバーベキュー設備、ドーム屋根のイベント広場、農園など
 ・裏手を流れる久慈川の河川敷が親水広場になっている
 
■訪問レポート


[image: ]関東&福島の旅：清流久慈川のほとり！“常陸大宮”


 訪問日：2017-03-17


 


２日目の朝になりました。


道の駅常陸大宮　（ひたちおおみや）　が、この日の最初の目的地です。
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宿泊したひたちなか市のホテルを朝８時２０分に出発し、２７ｋｍほど北上して５０分で到着しました。


ここも、昨年（２０１６年）３月にオープンした新しい道の駅です。
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とってもモダンなデザインの建物だと思います。


敷地自体もすごく広くて、メインの建物右手には、ドーム屋根の “イベント広場” もあります。
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随分とゆとりのある造りであることがお分かりだと思います。


掲示板にあった道の駅の全体図をご覧いただきましょう。
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この案内図で、裏手に “親水広場” というのがあります。


これがどんなところなのか、裏側に回って見に行きました。


 


[image: ]


 


[image: ]


 


道の駅のすぐ裏に、関東屈指の清流 “久慈川” が流れています。


この時期、花はまだ咲いていませんでしたが、時期がくれば芝桜などがぎっしり咲き誇ります。


 


この公園にはバーベキュー施設があり、子供たちの遊具も備え付けてあって、まさに市民の憩いの場所として家族で楽しめる場所になっています。


 


次の写真は道の駅を裏側から見たものです。
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正面に戻る前に、もう少し詳しい店内の案内をご覧いただきましょう。
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※案内図画像はＨＰより借用


 


では、正面玄関に戻って、中にはいってみます。
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この道の駅にも、登録証の横に、“重点道の駅” の選定証がありました。


重点道の駅は今回の旅で既に３カ所目ですが、ここは平成２７年度に選ばれた全国３８カ所のうちの一つです。


 


先ほどの案内図の一番右端に “農園” というのがあると思います。


道の駅の中に設置したこの農園は、「洋野菜」 のモデル圃場となっていて、全国でも生産量の少ない種類の洋野菜を、地元特産品としてブランド化する取り組みが評価されたものです。
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入り口を入った中央は “フードコート” になっていて、周囲には麺類や総菜、デザートなどいくつかのお店があります。


その奥に “常陸亭” というレストランがあり、ここでは先ほどの久慈川の景色を眺めながら、瑞穂牛を使ったステーキ定食などの看板メニューが味わえます。


 


そして入り口左手に入ってゆくと “直売所” です。
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昨年３月にオープンした道の駅は、ちょうど１周年を迎えます。


やっぱり新しくできた道の駅は綺麗で気持ちが良いし、内容も益々進化している様に思います。


 


茨城県の３カ所の新しい道の駅、どれもとても魅力的でした。


 


さて、これから一気に福島県に向かうのですが、その途中にある “袋田の滝” に、観光で立ち寄りたいと思います。
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    道の駅たまつくり
    [image: ]


 


■道の駅名称：　たまつくり
　
■都道府県：　茨城県
　
■道の駅の特徴
 ・霞ヶ浦の湖畔にあり “霞ヶ浦大橋” のたもと
 ・“霞ヶ浦ふれあいランド” という広大な公園に隣接
 ・水の科学館、水の交流館、レストラン、虹の塔、玉のミュージアム、親水公園などの施設がある
 ・恵まれた眺望のみならず、充実した施設が整っており、家族で一日楽しめる道の駅
 
■訪問レポート


[image: ]千葉方面の旅：霞ヶ浦の絶景を望む！“たまつくり”


 訪問日：2014-03-29


 


４日目の３カ所目は一気に霞ヶ浦付近まで移動して
道の駅たまつくり　にやってきました。
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前回の 「道の駅しもつま」 からは４８ｋｍですが、１時間以上かかってしまいました。

“霞ヶ浦” はご存知の通り琵琶湖に次いで日本で２番目に広い湖です。
今回は国道３５４号を辿ってきましたから、霞ヶ浦に架かる “霞ヶ浦大橋” を渡ってすぐのところに道の駅はありました。
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この日はお天気にも恵まれ、霞ヶ浦大橋を渡りながらの眺望は実に素晴らしく、気持ちの良いドライブでした。
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霞ヶ浦周辺には全長５０ｋｍにも及ぶサイクリングコースが整備されており、この道の駅でもレンタサイクルを借りることができます。
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この “行方市（なめがたし）観光物産館 「こいこい」” というのが道の駅の本体です。
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天井がなかなかお洒落ですね。
でもこの道の駅、これだけではありません。

実はこの道の駅周辺は、“霞ヶ浦ふれあいランド” という広大な公園になっているのです。
まず、全体図をご覧いただきましょう。
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中央の道路を挟んで左手に道の駅の施設、水の科学館、水の交流館などがあります。
道路から右手には、レストラン、虹の塔、玉のミュージアム、親水公園などの施設があります。
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もう少し範囲を狭めて道路の左手を中心にしたのがこの配置図です。
左下のところに先ほどの “観光物産館「こいこい」” があります。

その右に “道の駅「たまつくり」” と書いた部分は、情報コーナー兼休憩所とトイレです。
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この情報コーナーの先に高い建物が見えますね！
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これは高さ６０ｍの “虹の塔” といい、３６０度見渡せる展望台からは霞ヶ浦、筑波山は勿論、空が晴れた日は富士山やスカイツリーも見えるのだそうです。

塔の下に、白いお椀を伏せたような屋根の建物がありますが、これが “玉のミュージアム” で、旧町名「玉造」 にちなみ、ミクロの世界から宇宙規模までの “玉” についての物語が集められています。
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この建物は “水の科学館” です。

日本で２番目に大きい霞ヶ浦についての知識や、「生命と水」 「地球と水」 などのテーマで、映像やおもしろ実験を楽しみながら勉強できる科学館です。
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更にこんなものも！
釣堀の先にあるのは、“三連水車” です。

“三連水車” っていうのは私が住む福岡県の “朝倉町” にあるのが有名なんです。
で、その説明文を読んでみるとやっぱり朝倉のもので、１９８５年につくばで開催された博覧会に展示されたものをここに移設したのだそうです。

まさかここで福岡県のものに出会うとは思いませんでした。
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この水車、手で動かせる仕組みになっていて、子供たちが一生懸命に回していました。

ここは霞ヶ浦周辺の恵まれた眺望のみならず、充実した施設が整っており、家族で一日遊べる道の駅だと思います。
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    道の駅水の郷さわら
    [image: ]


 


■道の駅名称：　水の郷さわら
　
■都道府県：　千葉県
　
■道の駅の特徴
 ・利根川の堤防上にある道の駅の施設と、利根川沿いにある観光船乗り場、カヌー乗り場、
 　湿地バードウオッチングなどの “川の駅” が一体化した施設
 ・直売所、フードコートなど店舗の内容も充実
 
■訪問レポート


[image: ]千葉方面の旅：道の駅と川の駅が一体！“水の郷さわら”


 訪問日：2014-03-29


 


県境を越えて再び千葉県に戻り、
道の駅水の郷さわら　へやってきました。
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ここは千葉県の “香取市佐原” にあり、“利根川” の入江に作られています。

[image: ]
（パンフレットより借用）

“佐原” は利根川の舟運で栄えた商都・交易都市であり、“小江戸” とも呼ばれ歴史的な建造物や街並みが残された街です。

日本で初めて実測による日本地図を完成させた “伊能忠敬” は現在の九十九里町で生まれましたが、１７歳の時にここ佐原の “伊能家” に婿入りしています。
家業の傍ら天文暦学を学び、４９歳で隠居すると江戸で本格的に学問を習得し、５５歳から１０回に分けて全国の測量を行いました。
その間歩いたのは、地球一周分に相当する３万５千ｋｍにも及ぶそうです。

ですから佐原には、国指定史跡である “伊能忠敬旧宅” や、“伊能忠敬記念館” などがあります。
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（パンフレットより借用）

上の図は道の駅の全体、下の図はその中心部を拡大したものです。
ここは堤防上にある道の駅の施設と、利根川沿いにある観光船乗り場、カヌー乗り場、湿地バードウオッチングなどの “川の駅” が一体化した施設になっています。

国道から道の駅に入ると、すごい数の車で埋め尽くされており、私たちは遠く離れた河川敷の駐車場に誘導されてしまいました。
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私たちが停めた河川敷から見上げた、本来の駐車場がこれです。（ほんの一部ですが！）
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ここは船着き場になっていて、自分で持ち込んだ水上スキーやボートなども出航できるようです。
更に、遊覧船の乗り場もここにありました。
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つまりこの付近が、“川の駅” ということになるのでしょう。
ここから道の駅へは、この大きな階段を上がります。
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たくさんの人たちが、階段に腰を下ろして休んでいるのがお分かりですね。
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道の駅ではこの日、オープンして４周年の “大感謝祭” のイベントが行われていました。
このすごい数の車や人出はその為だったのだと思います。
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メガネをかけたゆるキャラが “カトリーヌ・いもこ” で、もうひとりは “ふつぬしさま” といいます。
いずれも水の郷さわらのイメージキャラクターなのだそうです。
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この “地域物産館” に入ってみました。
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道の駅スタンプもここにありました。
それがこれです。
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なんと、サツマイモなんです。（笑）
ここ佐原はサツマイモの産地でもあるのです。
そういえば先ほどのキャラクターの名前も “いもこ” でしたね！(^^♪
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中央のイベント広場を挟んで反対側に “特産品直売所” があります。
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とにかくどこも人でいっぱいです。
この直売所の更に先に行くと、フードコーナーです。
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ゆっくりレストランで食事をする時間はもったいないので、私達はイベント広場の屋台でいくつか買い込み、川に面した階段に座って昼食の代わりとしました。

駐車場で見かけたものをもう一つご紹介！
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“ＣＨＩＢＡ　ＰＯＬＩＣＥ” と書いていますね！
これ、“移動交番” なんだそうです。
これだけの人出があるので、万一の時の備えが必要なのでしょう！

４日目のこの日は現在５カ所目ですが、特に大きな道の駅ばかりが続くように思います。
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    道の駅とみうら枇杷倶楽部
    [image: ]


 


■道の駅名称：　とみうら枇杷倶楽部
　
■都道府県：　千葉県
　
■道の駅の特徴
 ・国土交通省が選定した全国モデル「道の駅」６カ所の内のひとつ
 ・2000年には全国道の駅グランプリで最優秀賞を受賞
 ・富浦での枇杷の栽培は約250年もの歴史があり献上枇杷が続けられている逸品
 ・裏手には広大な花畑が広がり、季節ごとに美しい花が咲く
 
■訪問レポート


[image: ]千葉方面の旅：道の駅グランプリ最優秀！“とみうら枇杷倶楽部”


 訪問日：2014-03-26


 


次はおおつの里からわずか４ｋｍで
道の駅とみうら枇杷倶楽部（びわくらぶ）　にやってきました。
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ここもまた、随分と大きな道の駅です。
敷地内にはいくつものお店が建っていますが、この写真が道の駅のメインの建物です。

千葉県には現在２３カ所の道の駅がありますが、ここがその第一号です。
１９９３年（平成５年）に富浦町が 「産業と文化の拠点」 として建設したもので、全国２位の生産量を誇る特産品である “枇杷” と、たくさんの出会いがある “倶楽部” からこの駅名になりました。

そして、２０００年には全国道の駅グランプリで、“最優秀賞” を受賞しているのです。
現在の建物は、２０１２年１２月にリニュアルオープンしたものです。
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（パンフレットより借用）

建物の内部はご覧の通りです。
図の上部にある 「出入口」 から入ってみます。
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入ってすぐのところにあるのが “アイスクリーム工場” で、人気の “びわソフト” を求める人たちが並んでいます。
食べたいけど、並んでまで待つ時間はありません。(^_^;)
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これは “ショップ” 付近ですが、特産の枇杷を使用したオリジナル商品などが数多く並んでいて見て回るだけでも楽しいです。

富浦での枇杷の栽培は、約２５０年もの歴史があり、明治４２年からは両陛下や皇族の皆様に贈る、“献上枇杷” が続けられている逸品です。
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これがその、オリジナル商品の展示ですね。
それにしてもこの日は水曜日、平日なのになぜこんなにお客さんが多いの？って驚きます。
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私が入ってきた出入口はどうやら２階だったらしく、階段をおりたところに “アトリウム” があります。
みなさん思い思いに休憩されていますが、その右奥が “カフェレストラン” になっており、そこには “オープンカフェ” も備わっているようです。

そして実は旅から戻ってきてから気が付いたのですが、この建物の南側には東京ドームがすっぽり入る大きさの、南房総最大といわれる “菜の花畑” があったのです。

今回気が付かずに立ち去ってしまいましたが、開花時期は２月中旬から３月中旬ということですから、もしかしたら終わりかけていたのかもしれません。

ちょっと悔しいので、ＨＰから写真だけお借りしました。
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道の駅のメインの建物を紹介しましたが、このほかにもこの敷地内には多彩な店舗が並びます。
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多彩な店舗があり、併設した農園で “いちご狩り” “枇杷狩り” も楽しめます。
ここは、買う、食べる、遊ぶ、なんでも揃った理想的な道の駅だと思いました。
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    道の駅どまんなか たぬま
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■道の駅名称：　どまんなか たぬま
　
■都道府県：　栃木県
　
■道の駅の特徴
 ・ミニＳＬも走る大規模な遊園地あり
 ・広い足湯の建物やイタリアンガーデンでくつろげる
 ・中華および和洋食の2つのレストランの他に、5～6のテイクアウト店舗
 ・物産館などのディスプレーも洗練されている
 
■訪問レポート


[image: ]山梨・埼玉・群馬の旅：まるで遊園地！“どまんなか たぬま”


 訪問日：2013-10-24


 


次は県境を越えて栃木県佐野市に入り
道の駅どまんなか たぬま　へやってきました。
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道の駅はにゅうの横を流れる利根川を渡ると、そこは “群馬県” です。
それを更に北へ進むと、再び県境を越えて、“栃木県” に入ります。

群馬県も栃木県も、私にとっては初めて訪れる県なのです。
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今回なぜ、栃木県を１か所だけポツンと訪問するかというと、次回の計画を練っていた時に、ここは水曜日が定休日なので、どうしてもルートに組み込み難いのです。

つまり、次回の効率を考えて、栃木県のこの１か所だけを今回訪問することにしたものです。
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この道の駅、駐車場に停める前からびっくりしました。
まるで遊園地みたいなのです。

先に、配置図をご覧頂いた方が、分かり易いと思います。
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この周囲に駐車場があるのですが、普通車４７０台、大型車２２台分と桁外れています。
“どまんなかミニＳＬ” とか、“ふれあい広場” というのがありますが、これが遊園地です。

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

あいにくのお天気なので子供さんの遊ぶ姿は見られませんでしたが、実に楽しそうです。
そして、大人の楽しみはこちらです。
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”足湯” ですね！
たくさんの人が入っておられたので、さすがに中の写真は遠慮しました。
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“イタリアンガーデン” というのがあって、これもとっても奇麗です。
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ここが建物の入口です。
といっても、建物もたくさんあって、入口もいくつもあります。
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“さのまる” くんが、佐野市のイメージキャラクタですね！
情報センターもとっても雰囲気が良いのです。

※「さのまる」 は、２０１３年度ゆるきゃらグランプリで 【第一位】 になりましたね！
　おめでとう！！ﾍ(ﾟ∀ﾟ*)ﾉ 
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レストランも、上品そうなのがいくつもあります。
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お店も多彩で、大人も子供も一日中楽しめる工夫がされています。
ここは、全国を見て回った中でも、上位にランクできる道の駅だと思いました。

ところで、“どまんなか” という意味はなんでしょう？
なんでも、ここ佐野市の田沼地区が、日本列島の中心地になるからなのだそうです。

以前にも記事に書いたことがありますが、全国で、“日本の真ん中” を自称するところがいくつもあります。

　・兵庫県西脇市
　・岐阜県郡上市美並
　・石川県珠州市狼煙新町

私が訪れたことのあるだけでも３か所あり、今回の佐野市で４か所目です。（笑）

【兵庫県西脇市】
日本の北の端は北海道の宗谷海峡で北緯４６度、南の端は沖縄県八重山諸島の波照間島で北緯２４度です。
東の端は択捉島で東経１４７度、西の端は与那国島で東経１２３度になります。

この東西南北の緯度、経度の中間地点が西脇市です。

【岐阜県郡上市美並】
ここは、“人口重心” のまん中なのです。
日本の人口分布を、国民全員が同じ体重と仮定して、「やじろべえ」の１本足のように、１点で支えて傾かないで平衡を保つ地点、ということです。

【石川県珠洲市狼煙新町】
日本国土の重心は能登半島先端のここで、これは国土地理院が認定しており、「日本列島のまん中の碑」 が建っています。
（正確には、もうちょっと先の日本海の中だそうです。）

【栃木県佐野市田沼地区】
日本列島の東西南北の各基準点を結んで交わった中心点が田沼地区ということです。

それぞれに根拠があって、筋は通っていますね！（笑）
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    道の駅もてぎ
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■道の駅名称：　もてぎ
　
■都道府県：　栃木県
　
■道の駅の特徴
 ・国土交通省が選定した全国モデル「道の駅」６カ所の内のひとつ
 ・斬新なデザインのレストランを始めいくつもの建物からなる複合施設
 ・隣接する河川公園や花壇がよく手入れされている
 ・週末には道の駅の横を走る真岡鉄道にＳＬが運行する
 
■訪問レポート


[image: ]関東＆福島の旅：全国モデル道の駅！“もてぎ”


 訪問日：2017-03-20


 


次はわずか10分程走って


道の駅もてぎ　にやってきました。
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ここの住所は、“茂木町” と書いて “もてぎまち” と読みます。


 


この道の駅は前回、２０１４年５月２２日に来ていますので、ほぼ３年ぶりです。


ここへ立ち寄ったのは、次の目的地までのルート上でもあり、そして是非もう一度来てみたかった道の駅だったからです。
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ここは栃木県で第一号の道の駅として１９９６年にオープンしていますが、歴史が古いにも拘わらず近代的な建物で、とにかく規模の大きな複合施設です。


 


駐車場も普通車だけで３３０台分あるのですが、この日は春分の日で祝日だったこともあり、ガードマンに誘導されて奥の方にやっと停めることができました。


 


[image: ]


 


施設全体の案内図がこちらです。


 


道路から入ってすぐのところに “バウム工房ゆずの木” というのがありますが、ここに総合案内所や情報コーナーがありますので、最初に入ってみます。


 


[image: ]
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“バウム工房” というだけあって、中央にはバウムクーヘンをモチーフにしたモニュメントがあります。


 


ここでは焼きたてのバウムクーヘンを製造・販売しているので、室内に甘い香りが漂います。


カフェスペースもあり、ここで味わうことができます。


 


３年前に来た時はここは “おもてなし情報館” という名前でしたから、リニューアルしたのだと思います。
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その情報コーナーに置いてあったのがこちらです。


表面が光って写しにくいので、手で持って撮りました。（＾_＾）


 


これは 『全国モデル道の駅』 の認定証です。


 


今回の旅で、『重点道の駅』 に認定された道の駅がいくつかありました。


重点道の駅は、平成２６年度に３５か所、２７年度に３８か所が認定されています。


 


これに対し、全国モデル道の駅というのは、平成２６年度に “全国で６カ所” が認定されただけですから、いわば全国１１１７か所から選りすぐりの６カ所となり、最高レベルの道の駅という証です。


 


ちなみに、その６か所は以下のとおりです。


 


　①遠野風の丘　（岩手県　遠野市）
　②もてぎ　（栃木県　茂木町）
　③川場田園プラザ　（群馬県　川場村）
　④とみうら　（千葉県　南房総市）
　⑤萩しーまーと　（山口県　萩市）
　⑥内子フレッシュパークからり　（愛媛県　内子町）


 


道の駅もてぎのすごいのは、これだけではありません。
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これは、『道の駅を食べつくす！道-１グランプリ』 　２０１６年優勝！


「ゆず塩ら～めん」　が初代グランプリなのだそうです！　ヽ(ﾟ◇ﾟ )ﾉ
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道の駅パンフレットにも、ちゃんと 『全国モデル道の駅』 と書かれていますね！


さて、もう少し道の駅を見て回りましょう。
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この、半扇型のようなガラス張りの建物は、“レストラン桔梗” です。


茂木産のそば粉を使った本格的な手打ちそばや、もち米を使ったわっぱ飯などが人気です。


 


この道の駅のすぐ裏手を “真岡鐡道” が走っており、土日祝日には “ＳＬ列車” が通過します。


この日も祝日だけど、時間までは待てない！
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イベント広場の中央には、先ほどのパンフレットの表紙にもなっていた、“すきだっぺ像” と名付けられたオブジェがあります。


世界的に有名な彫刻家 “流政之氏” の作だそうです。


 


更にこの先にはでっかい花壇や子供が遊べる遊具公園などもあるのですが、３年前の記事で紹介しているので、これは割愛します。
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５～６店舗が並んでいる、直売所や土産物店、飲食店などのお店もたくさんのお客で賑わっています。


初代グランプリに輝いた “ゆず塩ら～めん” は、『もてぎ十石屋』 でいただけます。


 


最後に入ったのはこちらの建物です。
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イベント広場に面したこの建物は、“茂木町防災館” で、災害発生時の物資の備蓄や非常用電源装置などが備えられており、平時は休憩所として使えるようになっています。


 


実はこの日、道の駅のトイレが改修中で使えず、仮設トイレが設置されていました。


仮設トイレはいやだ、という嫁が、ここならトイレがあるだろうと入ったものです。


 


でも、考えることは皆一緒らしく、中のトイレには、行列ができていました。(^_^;)


 


 


さて、これで栃木県の道の駅は終わりです。


次は、一気に千葉県の新しい道の駅まで走ります。
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    道の駅うつのみやろまんちっく村
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■道の駅名称：　うつのみやろまんちっく村
　
■都道府県：　栃木県
　
■道の駅の特徴
 ・敷地は全部で４６ｈａ、東京ドーム１０個分の滞在型体験リゾート
 ・“集落のエリア” “森のエリア” “里のエリア” という３つのゾーンに分かれる
 ・駐車場のスペースも、普通車だけで１０６６台分という桁違いの大きさ
 ・家族で一日中あそべるだけの施設が充実
 
■訪問レポート


[image: ]北関東の旅：滞在体験型！“うつのみや ろまんちっく村”


 訪問日：2014-05-23


 


次にやってきたのは、今回の旅で私が楽しみにしていた道の駅のひとつである
道の駅うつのみや ろまんちっく村　です。
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この道の駅がオープンしたのは２０１２年９月と新しいのですが、元々は１９９６年（平成８年）に宇都宮市の市制100周年記念事業で 「宇都宮市農林公園ろまんちっく村」 として誕生したのが始まりです。
これをリニューアルし、道の駅として生まれ変わったのです。
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この道の駅の特徴は、とにかくそのスケールのでかさにあります。
この敷地は全部で４６ｈａあります。
４６ｈａというのは、“東京ドームの１０個分” に相当します。

その４６ｈａの敷地が、“集落のエリア” “森のエリア” “里のエリア” という３つのゾーンに分かれます。
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駐車場のスペースも、普通車だけで１０６６台分という桁違いの大きさですが、たまたま私たちは入場ゲートに近い第一駐車場に停めることができました。

ここは先ほどの区分けで行くと、“集落のエリア（Ｖｉｌｌａｇｅ Ａｒｅａ）” の入り口になります。
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これが “集落エリア” のマップです。
私たちはこの左端にある “メインゲート” から入ってきました。
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「カメラのイラスト」 で写真の方向を略図に入れてみましたが、わかりますか？
通路にはいろんな露店などが並んでいますが、ここにあるメインの建物は “あおぞら館” という市場です。
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ここは農産物の直売所があり、土産物のコーナーがあり、インフォメーションがあります。
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ここはとにかく広く、土産品だけでも随分とたくさんの種類が揃っています。
ここは “買い物を楽しむ” ためのエリアだと言えます。

[image: ]

[image: ]

中心部に “村の大テント広場” というのがあります。
上の２枚の写真は、その広場から先ほどのあおぞら館の方角に振り返った写真です。


 


 


そして村の大テント広場の右側方向は、“食を楽しむ” グルメのエリアです。
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写真に写っているのは “フードコート” と “ファーストフード” のコーナーで様々な種類のお店が入っていますが、まだ朝早いこの時間は開店の準備中のようです。

写真に写っていませんが、通路を挟んだ向かい側（手前方向）には “麦の楽園” というレストラン、それに併設されたビールの醸造所があります。


 


 


次に村の大テント広場から、噴水広場の方向に歩いてみます。
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真ん中を水が流れていて、とってもお洒落な通路です。
この通路を、“カスケード” というようです。
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突当りにあるのが、“噴水広場” です。
ここには自動車の遊具などがあって、親子、それにワンちゃんが楽しそうに遊んでいました。
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噴水広場の左手に、でっかいガラス張りの建物があります。
ここは、“多目的体験ドーム 「ローズハット」” というそうですが、熱帯温室や屋内遊戯施設、ホールなどを備えています。

中を覗いてみましたが、この日は何やらイベントの準備中らしく、ここに停まっている何台かの車から。資材を運び込んでいる最中でした。

このローズハットの反対側、噴水広場の右手には、もうひとつでっかい建物があります。
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このでっかい建物はろまんちっく村の温泉宿泊棟である “ヴィラ・デ・アグリ” といいます。
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色々説明するより、このパンフレットを見て頂いた方が早いですね。(^∇^)

さて、噴水広場に再び戻ってきました。
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噴水の裏側に、こんなゲートがあります。
このゲートから先が、“森のエリア” なのです。
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森のエリア自体はもっと広いのですが、その中の里山である “みのりの森” は１周で１ｋｍ強です。
私たちはまず山頂をめざし、そこから半分くらいを歩いてみました。
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軽く汗をかくくらいの、実に楽しい森林浴でした。

“里のエリア” は今回紹介しませんでしたが、体験農場、生産農場、いちごハウス、それに広いドッグランなんかも整備されています。

これほどの広大な敷地を持ち、なんでも揃っている体験型の道の駅は全国でも珍しいと思います。
次は宿泊して、ゆっくり旨いものでも食べて楽しみたい、と思いました。
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    道の駅ふじおか
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■道の駅名称：　ふじおか
　
■都道府県：　群馬県
　
■道の駅の特徴
 ・上信越自動車道のＰＡである “ハイウェイオアシスららん藤岡” と一体化
 ・中央の円形ふれあい広場を囲んで大型店舗が並ぶ
 ・観覧車もあり、広場には噴水も！
 ・“関東の好きな道の駅ランキング” で、２００９年から４年連続で “第一位”
 
■訪問レポート


[image: ]山梨・埼玉・群馬の旅：好きな道の駅ランキング１位！“ふじおか”


 訪問日：2013-10-24


 


北関東自動車道を一気に “藤岡ＩＣ” まで走り、
道の駅ふじおか　へやってきました。
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栃木県の “佐野田沼ＩＣ” から “北関東自動車道” に乗り、高崎ジャンクションで “関越自動車道” に合流、更に藤岡ジャンクションから “上信越自動車道” に進路をとって、藤岡ＩＣにやってきました。

距離にして６５ｋｍですが、１時間２０分もかかってしまいました。
ここは、始めて訪れる群馬県の道の駅です。
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実は高速を走る途中から雨が降り出し、高速を下りても降り続いた為、いつもの道の駅標識は雨粒に遮られて判読困難な写真になってしまったのです。

ということで、道の駅にあったこの看板で代用を！（汗）
“ららん藤岡” というのが、施設の正式な名称ですね！
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この道の駅、上信越自動車道のＰＡである “ハイウェイオアシスららん藤岡” と一体化しており、高速道路からも、一般道からも入れるのです。

航空写真では、次のようになります。
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真ん中に円形の施設がありますが、これが道の駅の本体で次のような配置になります。
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中央に “ふれあい広場” があって、周囲を多彩なお店が囲んでいます。

[image: ]

[image: ]

夕暮れでしかも雨が降っているので写りが悪いですが、ふれあい広場では噴水がありますね！
といっても次の瞬間、この日の噴水は終わってしまいました。(^^ゞ
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遠くに観覧車が見えますが、これも道の駅の施設のひとつで、メリーゴーランドなども備えたミニ遊園地 “メルヘンプラザ” です。
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この “ハイウエイオアシスららん藤岡” は、“関東の好きな道の駅ランキング” で、２００９年から４年連続で “第一位” に輝いています。
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この大きな施設の、どこに道の駅スタンプがあるかをスタンプブックで確かめて、この “観光物産館” に入ってみました。
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スタンプもここにあり、道の駅登録証も、２体のダルマと一緒にありました。
このダルマの目は、いつ入るのだろう？
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花の名前には詳しくないけど、たぶんこれが “シンビジウム” だと思います。

藤岡市は、このシンビジウムが特産であり、別棟の “花の交流館” には、これをメインとした四季折々の花が楽しめる、アトリウムガーデンがあるのです。
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この観光物産館もとっても充実していて、群馬の名産など魅力的な商品が並んでいます。
まず目についたのはこれ！！
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藤岡市の隣、富岡市はかつて “富岡製糸場” で栄え、「富岡製糸場と絹産業遺跡群」 はユネスコ世界遺産の候補として、２０１４年夏にも登録の可否が決まる予定です。

養蚕業はこの地方の重要な産業であり、このような商品が生まれたのだと思います。
でも、ちょっとこれを土産に買って帰るとひんしゅくを買いそうです。（笑）

ということで、今回私たちが土産にしたのはこちら・・・・！
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「マツコ」 のお墨付きの “玉ねぎのたまり漬け” でした！（笑）

買い物を済ませて外に出ると、あたりは既に真っ暗でした。
今日の宿泊は、“妙義グリーンホテル” です。

本当は３日目に泊る計画だったのだけど、今日しか空いていなかったので少し変則なルートになった次第です。

藤岡ＩＣから下仁田ＩＣまで上信越自動車道を走り、そのあとは一般道だったのですが、夜だったせいもあって、随分と遠く感じました。
３８ｋｍを５０分弱かかってしまいました。
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（次の朝撮影）

“妙義山” の麓にあって、妙義カントリークラブを併設しています。
２食付きでひとり７０００円でしたから、随分とリーズナブルです。

ここからだと軽井沢も近いのですが、台風が近付いているこの悪天候、残念ながら観光は諦めました。
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    道の駅川場田園プラザ
    [image: ]


 


■道の駅名称：　川場田園プラザ
　
■都道府県：　群馬県
　
■道の駅の特徴
 ・国土交通省が選定した全国モデル「道の駅」６カ所の内のひとつ
 ・日経新聞土曜版の家族で一日遊べる道の駅の東日本第一位
 ・人口3,500人の村に年間120万人が訪れる
 ・道の駅による地域活性化の成功例として全国から視察が絶えない
 
■訪問レポート


[image: ]北関東の旅：年間120万人を集客！“川場田園プラザ”


 訪問日：2014-05-24


 


次にやってきたのは、関東でナンバーワンの人気を誇る
道の駅川場田園プラザ　です。
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道の駅がある “利根郡川場村” は人口が３５００人です。
この人口わずか３５００人の村にある “道の駅川場田園プラザ” になんと年間１２０万人もの人々がやってきます。

「関東の好きな道の駅」で５年連続第一位となり、2011/8月には日経新聞土曜版の「家族で一日遊べる道の駅」でも東日本第一位に輝きました。

最近では、今年８月５日に放映されたテレビ東京系 「ガイアの夜明け」 でも取り上げられています。
この時は、園内に植えられた５０００本のブルーベリーを、無料食べ放題のイベントもやっていましたね。

この道の駅の特徴の一つに、その景色の美しさがあります。
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広大な日本庭園が広がっています。
道の駅の全体像は次のとおりです。
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では、順番に紹介してゆくことにしましょう。
私たちはこの配置図の左上の駐車場から入ってきました。

駐車場は何カ所にも分散してありますが、合計すると普通車が４２２台、大型車が８台分という広さです。
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これらが入り口付近にある “ファーマーズマーケット” で、いろんなお店が入っています。
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このクルマはお花屋さんなんです。o(^▽^)o
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ゆったりとした芝生広場が広がっています。
ここでは、いろんなイベントも開かれます。

[image: ]

この建物が “ビジターセンター” と “食事処あかくら” です。
ここに、パンフレットや道の駅スタンプはありました。
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広大な庭園が広がる中を、もう少し奥へ入ってみました。
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これは、“そば処「虚空蔵」” です。
そしてこの橋はなぜか、“ほろよい橋” というのです。(^∇^)
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この２枚の写真は “ビール工房・パン工房・レストラン武尊” の入った建物ですが、池を優雅に泳ぐ水鳥と実にマッチした風景です。
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この２枚の内、上は “ミート工房” 下は “ピザ工房” ですが、他にもいくつかの工房の建物が点在します。

[image: ]

道の駅川場田園プラザのもうひとつの人気の秘密が、この体験乗車のできる “ＳＬ機関車” です。

道の駅の北側ゾーンにある “ほたか高原駅” で、かつて北海道を走っていた “Ｄ５１” に体験乗車することができます。

そしてここは、“ホテルＳＬ” になっていて、日帰り温泉や宿泊もできます。
実に楽しみの多い、さすがは関東の人気ナンバーワンの道の駅だと思います。
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川場村の “村作り” の基本路線は、「農業 + 観光」 です。
その集大成としてこの道の駅は作られました。

その効果は、ざっとあげて以下の通りです。

1.就業機会の拡充（62名就労）
2.地場産品のPRや村内消費が促進（新しい加工品の製造や農産物の新品種への取組み）
3.村の交通のターミナル機能を有するようになった。
4.新たな特産品の開発と販売促進が実現された。（ミルク、ミート、ビール、パンなどの工房）
5.農地の遊休化の防止が図られている。（農産物提供者は270名以上・・高齢者の生きがい）
6.村来者と村民の交流場所の提供（各種のイベント）

道の駅を通した町興しの、典型的な成功例だと思います。
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今日も残すところあと１カ所のみ。
少し時間にも余裕があるので、ここはマンゴーソフトクリームを味わいました。
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    道の駅みなかみ水紀行館
    [image: ]


 


■道の駅名称：　みなかみ水紀行館
　
■都道府県：　群馬県
　
■道の駅の特徴
 ・利根川源流の町、谷川岳山麓の町、水上温泉郷の町
 ・淡水魚水族館を併設した道の駅
 ・オーバーハングした人工壁にロッククライミングの室内練習場がある
 ・裏手が利根川の急流でラフティングが行われていた
 ・川べりは美しい清流公園になっている
 
■訪問レポート


[image: ]北関東の旅：関東の道の駅制覇！“みなかみ水紀行館”


 訪問日：2014-05-25


 


いよいよ群馬県の最後となる
道の駅みなかみ水紀行館　にやってきました。
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“利根郡みなかみ町” は群馬県の北部、新潟県との境にあり、首都圏の水がめである “利根川” の源流の町です。
ここには有名な “水上温泉” があり、そして “谷川岳の山麓の街” としても知られています。
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“谷川岳” は日本三大岩壁の “一ノ倉沢” を始めとするロッククライミングの聖地です。
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（パンフレットより借用）

その谷川岳も、ここから１４ｋｍの土合口駅から 「谷川岳ロープウェイ」 に乗ると、わずか７分で、標高１３１９ｍの “天神平駅” に到着することができます。
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この道の駅は群馬県で訪問する最後の道の駅です。
そして関東エリアの最後であり、それはすなわち、全国の制覇が一応終わることを意味します。

まずはここのスタンプを押し、スタンプ帖を確認してもらって認証の印鑑をいただく必要があります。
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道の駅の配置はご覧のとおりです。
向かって右側に “休憩・情報コーナー” がありますので、入ってみました。
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まずこの道の駅のスタンプを押し、カウンターにおられた女性の職員さんに認証をお願いしました。
職員のおばさんは、１件づつスタンプを確認しながら、「これだけ回るとはすごいですね～」 とおっしゃいました。

私は「関東が最後だったのでこれで全国を回り終えたのですよ！」 とつい自慢してしまいました。(^^;)
すぐ横で聞いていたらしいおじさんが、「すごいですね～、どこが一番よかったですか？」などと話しかけてこられました。

夢に見た全国制覇が終わった瞬間のはずなんだけど、あんまり感動は湧いてきませんでした。
おそらく完全に回り終えたのではなく新しい道の駅が全国にたくさん残っているからかもしれません。


この情報コーナーの横には、こんなものもあります。
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フリークライミングの室内練習場ですね。
高さが８ｍあり、上部はオーバーハングしています。
勿論有料ですが、インストラクターがついて練習できるのだそうです。

さきほどの配置図にありましたが、正面奥には “水産学習館” があります。
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ここは利根川上流に棲む魚を中心とした、淡水魚の水族館です。
ここも有料ですね。

向かって左側の建物が売店の “満点横丁” です。
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この道の駅のすぐ横を利根川が流れていますが、そこには “清流公園” があります。
この日は、若者を中心とした清掃ボランティアの人たちがたくさん集まっていて、大型バスも何台か停まっていました。

駐車場から公園に下りてみると、そこには大勢の家族連れなどが遊んでいました。
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この清流公園は、とっても美しく整備されているのですが、目の前の利根川を、なにやら下っているのがいました。
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“ラフティング” のようです。
上流を見ると、出発点らしいものが見えます。
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おそらく何らかの競技でも行われているのではないかと思いますが、一定間隔で４人チームのゴムボートが下ってきます。
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そして公園の一番端あたりまで下ると、再びボートを担いで戻ってくるのです。
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関東の最後の道の駅に相応しい、楽しいものを見せていただきました。(^O^)
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    道の駅朝霧高原
    [image: ]


 


■道の駅名称：　朝霧高原
　
■都道府県：　静岡県
　
■道の駅の特徴
　・富士山の見える道の駅
　・“朝霧高原” は富士山の西麓に広がる標高８００～１０００ｍの高原地帯
　・ハンググライダーや乗馬などのレジャースポットであるとともに、本州有数の酪農地帯
　・“あさぎりフードパーク”が隣接し食に関する工房、工場、レストランなどが集積
 
■訪問レポート


[image: ]富士山周辺の旅：富士山麓のレジャースポット！“朝霧高原”


 訪問日：2016-05-29


 


次に向かったのは富士山の西側に位置する


道の駅朝霧高原　です。
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白糸の滝から２０分ほどで到着しました。


 


“朝霧高原” は富士山の裾野に広がる標高８００～１０００ｍの高原地帯で、“富士箱根伊豆国立公園” に指定されいます。


 


かつて旧陸軍の演習地だった原野に、終戦後信州からの青年たちが入植しました。


しかし標高が高くて夏でも気温が低く穀物の栽培には不向きだったことから、代わりに酪農が行われるようになりました。


 


清涼な空気と豊かな富士山の雪解け水に恵まれ、酪農、畜産が拡大、発展し、さまざまな製品が生み出されています。
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駿河湾からの温かい空気が高原で冷やされ、夏の朝夕には霧の発生が多いことから朝霧高原と名付けられました。


 


私がこの道の駅にもう一度立ち寄りたいと思ったのは、富士山が目的でした。


この道の駅は富士山が間近に見える道の駅として有名です。


見渡す限りの牧草地帯で遮るものが無いので、富士山の裾野まできれいに見えるのです。


 


本来なら上の写真の道の駅の背後に雄大な富士山が聳え立っているはずなのですが、４年前に来た時と同じく、まったく姿が見えません。


午前中は晴れていましたから、その時ならおそらくくっきりと見えただろうと思います。
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道の駅の全体の配置図については次のとおりです。
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この図の右手に、道路を挟んで “富士山展望台” というのがあります。


階段を上った高台が富士山全体を撮影できる絶景ポイントなのですが、やはりこの日は雲しか見えません。
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こちらが建物の配置図です。
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私たちはアイスクリーム工房でソフトクリームを買い、ベンチで頂きました。


 


そしてもう一つ皆様に是非紹介しておきたいのは、この道の駅に隣接した “あさぎりフードパーク” という広大な施設です。
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[image: ]


 


道の駅と道路を挟んだ広い敷地に、地元の食に関する工房、工場、レストランなどが集まった施設です。


もう少し詳しい配置図をご覧いただきましょう。
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中央のイベント広場を囲む形でいろんな工房が点在しています。


散策しながらそれらの工房や店舗を見て回ることができます。
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最初のこれは “お茶工房 富士園” です。


自家茶園のお茶を製造販売しており、お茶カフェでは本格的なお茶セットやスイーツが味わえます。
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これは “菓子工房 上野製菓” です。


名物である精進川羊羹・大福・饅頭など、昔ながらの製法にこだわってお菓子を作っています。
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これは “いも工房 かくたに” です。


富士山の火山灰土で作ったサツマイモを主原料に、切り干し芋、芋ケンビ、スイートポテトなどを手作りで作っています。
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こちらは “酒蔵 富士正酒造” です。


富士山の湧水を使ったこだわりの日本酒、焼酎、リキュールを製造販売しています。


 


手前にある店舗ではそのお酒を販売しています。


酒粕を使った漬物があれば買おうと思って入ったのですが、ここにはありませんでした。
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この建物が　“ビュッフェレストラン ふじさん” です。


富士山の食材にこだわった９４席のバイキングレストランです。
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これは “富士山鯛焼” のお店と、“インフォメーションセンター” です。


富士山鯛焼は、外はカリッと、中はもっちりの新食感なのだそうです。
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そして最後が、“牛乳工房 朝霧乳業” です。


朝霧高原で搾られたあさぎり牛乳を使ったチーズ、バターなどの乳製品を製造販売しています。


私もここで、牛乳の試飲をさせて頂きました。


 


ざっくりと施設の紹介をしましたが、それぞれの工房で製造過程の見学や試食、試飲ができます。


さらにそれぞれ工夫を凝らした体験教室なども開かれています。
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中央のイベント広場では、子供たちが楽しそうに遊びまわっていました。


 


広大な高原地帯である朝霧高原は、パラグライダーや乗馬などのアウトドアスポーツが盛んです。


この道の駅を起点・終点としたサイクリングコースも設定されています。


１４．９ｋｍのコースは６０分程、大きく白糸の滝や田貫湖まで回る３６．９ｋｍのコースは２時間半ほどかかります。


 


富士山が見えるときに、ここで終日遊べば楽しいだろうと思います。
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スタンプは２つあったけど、どちらもゴムがすり減っていました。(^_^;)


 


 













    道の駅すばしり
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■道の駅名称：　すばしり
　
■都道府県：　静岡県
　
■道の駅の特徴
　・道の駅からふじあざみラインを経由して「須走口五合目」に至る
　・富士山登頂の４つの登山口のひとつ
　・道の駅の背後に富士山が間近に聳ええる
　・無料の足湯を楽しめる
 
■訪問レポート


[image: ]富士山周辺の旅：富士山に一番近い道の駅！“すばしり”


 訪問日：2016-5-29


 


この日３カ所目に訪れたのは、４年前にも来たことのある


道の駅すばしり　です。
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[image: ]


 


忍野八海を出て向かったのは、実はここではなく、山中湖だったのです。


山中湖畔からの富士山を撮影しようと思っていたのですが、この日、「山中湖ロードレース」 という山中湖を一周するマラソン大会が行われていたのです。


 


ちょうどその時間帯に遭遇したので道路が封鎖されており、山中湖に近づくことができませんでした。


ですから、次の目的地の途中にあるこの道の駅に急遽立ち寄ることにしたのです。
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ここは “東富士五湖道路” の須走ＩＣを下りたすぐのところにあります。


 


富士山に登る場合、主なルートとしては、まず北の山梨県側からだと “富士スバルライン” を通って “吉田口五合目” から登るコースがあります。


南の静岡県側からなら “富士山スカイライン” 経由で “富士宮口五合目” と “御殿場口新五合目” からのルートがあります。


 


そしてもう一つが、富士山の東側から登るここ須走口です。


道の駅から直結する “ふじあざみライン” を進むと、“須走口五合目” に至り、山頂を目指せます。
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ご覧のように、道の駅の背後に見事な富士山が見えます。


道の駅の建物のすぐ右手に階段があり、直接２階に行けるようになっています。
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その階段を上った先にあるのが、この無料の足湯です。


何人かの人々が入っておられましたが、とっても気持ちが良さそうです。
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この配置図でご覧のように、２階はレストランになっていますが、土地自体が斜めになっていてその背後は裏庭風になっています。


 


その裏庭から眺めた富士山がこちらです。
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道の駅の中ではここが最も富士山に近い場所です。


 


ここ須走は “静岡県” です。


富士山の山頂からほぼ東西に県境があり、北側が山梨県、南側は静岡県です。


須走は、その県境のわずか南になるのです。


 


ところで、富士山の山頂は何県かご存知ですか？


 


その答えは、「何県にも属していない」 です。（笑）


富士山の八合目から山頂までは、“富士宮富士山本宮浅間大社” の境内であり、神聖な場所なので何県と決められないのだそうです。


 


確かに地図を見ると、山頂付近は県境のラインが途切れて書かれていませんね。
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２階から直接建物に入り、階段を下りて１階の店舗に来ました。


 


富士山に関連するいろんな土産物がありますが、地元の 「吉田のうどん」 がたくさん並んでいます。


ここでは買いませんでしたが、別のところで土産にしました。


九州は柔らかいうどんが主流ですが、これは腰があって結構固いですね。
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次は南側からの富士山を見るために、富士山スカイライン方面に向かいます。
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    道の駅南アルプスむら長谷（はせ）
    [image: ]


 


■道の駅名称：　南アルプスむら長谷（はせ）
　
■都道府県：　長野県（南部）
　
■道の駅の特徴
　・南アルプス甲斐駒ケ岳、仙丈ケ岳山麓の雄大な大自然
　・澄んだ空気と美しい景色に囲まれた癒しの空間
　・広くて美しい芝生公園を囲んだ、メルヘンチックな建物群
　・人気のパン工房や手造りアイスクリーム店などの多彩なお店
　・農家の人々が出資して作った農号法人で運営
 
■訪問レポート


[image: ]岐阜・長野の旅：癒しのスポット！“南アルプスむら長谷”


 訪問日：2013-05-25


 


次は、いよいよ南アルプスの麓
道の駅南アルプスむら長谷（はせ）　にやってきました。
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ここは旧秋葉街道、国道１５２号沿いにあります。
地名は “伊那市長谷” になりますが、伊那市は大きく、“高遠エリア” と “長谷エリア” に分かれます。

“高遠エリア” は 「高く、遠く」 につなげてゴルファーに縁起の良い場所だそうで、通称ゴルフ寺と呼ばれる “弘妙寺（ぐみょうじ）” には、全国からプロゴルファーやその関係者が、“ゴルフ祈願” に訪れるのだそうです。（笑）
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この道の駅、今回の旅で私が最も美しいと思った道の駅の一つです。
その名の通り、南アルプスの麓に位置します。

“南アルプス” は、長野、山梨、静岡の３県にまたがり、標高３０３３ｍの “仙杖ケ岳” を始めとする３０００ｍ級の山々が１３峰、２５００ｍ以上の山は実に３６峰を数えます。
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（パンフレットより借用）

この、南アルプスの開拓に大きく関わった人物がいます。

「竹沢長衛」 という人物で、明治２２年にここ長谷村で生まれています。
１４歳から山案内を始め、“南アルプスを女性が登れる山にしたい” という思いから、仙丈ケ岳や甲斐駒ケ岳の登山道や山小屋の整備に尽くしてきました。

「山はどこへも行きはしねえ、天気が良くなったらまた来るさ」
「みんなは親にことわってきたか？ことわって来てねえなら明日けえれ」
「俺が作った道（登山道）があるのに、なんで岩を登っていかにゃならねえんだ」

といった、多くの言葉が残されています。
長谷村では毎年７月、彼を偲んで “長衛祭” が行われます。
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南アルプスむらの道の駅を経営するのは、“農業法人ファームはせ” といって、農家の方たちが出資して作った会社です。

この看板にあるように、パン屋さんや直売所、野菜レストラン “野のもの” 、手作りアイスクリームの “気の里工房” など、楽しくなるお店がいくつもはいっています。
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そして建物に囲まれた中央が芝生広場になってて、テーブルや椅子でゆっくりくつろげる様になっているのです。

緑いっはいで澄んだ空気、美しい風景にかこまれて、まさに癒しの空間なのです。
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中に入ってみることにしましょう。
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店内の雰囲気も良く、ここでもいくつかのお土産を買いました。
いよいよ残るは１か所になりました。
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    道の駅宙ドーム・神岡（すかいどーむ）
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■道の駅名称：　宙ドーム・神岡（すかいどーむ）
　
■都道府県：　岐阜県
　
■道の駅の特徴
　・世界最大のニュートリノ研究施設 “スーパーカミオカンデ” の町
　・観測に使われる “光電子増倍管” の実物を展示
　・スーパーカミオカンデのレプリカ室
　・科学のおもちゃ “スペースグッツ” の数々
　・ノーベル賞学者の寄せ書きなど、「科学」に特化
 
■訪問レポート


[image: ]岐阜・長野の旅：ニュートリノを追う！“宙ドーム・神岡”


 訪問日：2013-05-23


 


３番目に向かったのは、“スーパーカミオカンデ” で有名な、
道の駅宙ドーム・神岡（すかいどーむ・かみおか）　です。
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富山に向かう国道４１号と、上高地や松本方面に繋がる国道４７１号の交差するあたりに “飛騨市神岡町” はあります。
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“宙” を “スカイ” と読ませるあたりが、面白いですね。（＾－＾）

神岡は、ノーベル賞を受賞した “小柴昌俊教授” のニュートリノの研究で有名な場所です。
外界の影響をほとんど受けない神岡鉱山・茂住坑の地下約１,000ｍに、世界最大のニュートリノ研究施設 “スーパーカミオカンデ” があります。

“宙（スカイ）ドーム” の名前の通り、この場所から宇宙の神秘を解明するための観測が続けられていることに、不思議なロマンを感じます。
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道の駅の建物も、正に宇宙の神秘に迫るに相応しい、超近代的な姿をしています。
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ドームの入口には、巨大な岩石が２個飾ってあります。
“飛騨トンネル” の掘削現場から出てきた、何やら珍しい石のようです。
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玄関を入って、まず目に飛び込んできたのが スーパーカミオカンデ で使われているこの “光電子増倍管” の実物です。
“浜松ホトニクス” が日本国内では唯一のメーカーですね。

更にその裏手には、こんなものが並んでします。
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宇宙飛行士 “毛利　衛” さんや、“小柴　昌俊” 教授、ノーベル物理学賞の “南部　陽一郎” 教授をはじめとする名だたる科学者たちの落書き（笑）のパネルが並んでいました。

これは、“サインドア” というそうです。
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（ＨＰより借用）

建物の中は、この様な配置になっています。
スタンプも無事に押し、売店に入ってみました。
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この売店は、外から見た時の左端にある銀色のドームの中にあるのですが、実に魅力的な商品が揃っています。

この神岡は、いわば最先端の科学の町ですから、それに相応しく科学のおもちゃ “スペースグッツ” がたくさんあります。

写真がなくて残念なのですが、小中学生向けの、例えば２種類の液体を混ぜるだけでカラフルな光を発生するもの（熱は全く発しません）、一定の条件で、カラフルな “結晶” が育ってゆく実験ツールなど、初めて見るものばかりです。

かつての科学少年としては（笑）、興奮が収まりません。
親戚の子供に、その中の一つを買って帰りました。
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更に興奮が倍増したのは、その売店の一角にあった、この部屋です。
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“スーパーカミオカンデ” のレプリカの部屋なのです。
ニュートリノを検出する “光電子増倍管” が実物と同じ間隔で並んでいます。

本物は５万トンの超純水を蓄えた直径39.3ｍ、高さ41.4ｍの円柱形水タンクで、その壁にこの光電子倍増管（光センサー）が、11,146本も並んでいます。。
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これがそのタンクの５０分の１の模型ですが、手前のボタンを押すことで、実際に素粒子を感知した時に、どのように反応するかが再現できます。
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更に、壁にあったこの５０インチの大型モニターは、スーパーカミオカンデで、研究者たちが実際にモニターしている同じ画面が、リアルタイムに表示されているのです。

ニュートリノは一日に20個位しか捕まらず大半はミューオンという宇宙線による反応なのだそうです。
いつかこの神岡から宇宙の謎を解き明かす大発見がなされ、歴史に残る日が来ることを願います。
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    道の駅古今伝授の里やまと（こきん）
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■道の駅名称：　古今伝授の里やまと（こきん）
　
■都道府県：　岐阜県
　
■道の駅の特徴
　・楽市楽座通りの10店舗上の多彩なお店や食事処
　・建物に囲まれた中庭の美しさと広い無料の足湯
　・藤棚、鯉の泳ぐ小川、くつろぎ広場など
　・隣接した日帰り天然温泉「やまと温泉 やすらぎ館」
 
■訪問レポート


[image: ]岐阜・長野の旅：旅の始まり！“古今伝授の里やまと”


 訪問日：2013-05-22


 


今日から５月下旬に回った、岐阜・長野の旅のレポートを開始します。
道の駅古今伝授の里やまと（こきんでんじゅのさと）　が最初のスタートです。
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今回の旅は、前回回り切れなかった岐阜県の残りと、長野県の南部です。

長野県は、南部が “中部エリア” 北部は “関東エリア” と、道の駅の管轄が分かれています。
今回は中部エリアの長野県を回って 「中部制覇」 を目指しますが、ルート上にある関東エリアの道の駅も３か所だけ立ち寄ります。

３月に来た時と同じく、今回も “名古屋小牧空港” の離着陸です。
レンタカー会社も同じなので要領は分かっており、スムーズに出発できました。
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今回の相棒は “フィット” です。
ナンバーは 「2990」、“肉くれ！” と覚えました。（笑）

名古屋小牧空港からすぐに高速に乗って、一宮ジャンクションから “東海北陸自動車道” に進路をとり、前回回った地域を一気に走りぬけて “ぎふ大和ＩＣ” で下ります。

そこから約５分、空港からは１時間１５分で到着しました。
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ここは旅の始まりに相応しく、随分大きくて施設の充実した道の駅です。
この看板のとおり、道の駅と温泉の施設が隣同士に建っています。
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最初分からずに温泉施設の方にクルマを停めてしまったのですが、これは日帰り天然温泉で、“やまと温泉 やすらぎ館” といいます。

書院造りを現代風にアレンジした新和風建築なのだそうです。
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露天風呂が随分広そうですね。
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クルマを温泉施設に停めたまま、隣の道の駅へ歩いてきました。
こちらも随分と大きいです。

[image: ]

それにしても、平日だというのに車がいっぱいです！
お客さんも大勢いて、おそらく人気の高い道の駅なのでしょう。
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まず配置図を見て、頭にいれてから出発です。
中庭を囲んで、ぐるりとお店があります。

中庭には、足湯もあります。
まず、物産館の “湯多花の市” から入ります。
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ここの住所は “郡上市大和町” です。

“古今伝授（こきんでんじゅ）” という言葉は、古今和歌集の中の語句の解釈に関する秘説などを、師から特定の弟子へ伝授することをいいます。

今から５００年ほど前、室町時代の歌人であり大和町の城主でもあった “東常縁” が、“連歌師・宗祇”に古今和歌集の奥義を伝えました。

これが、歌道を極める上での重要な修業として後世に受け継がれたことから、この地が “古今伝授の里”と呼ばれるようになったのです。
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物産館を出るとメインロビーがあり、道の駅スタンプもそこに置いてありました。
このロビーには、樹の根っこのような巨大なオブジェがありますが、椅子なんでしょうか？
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そしてここから中庭を囲むようにお店が続いているのですが、これを “楽市楽座通り” といいます。

先に紹介した配置図にあるように、食事処、手作りパン屋さん、手作り惣菜、アイスクリーム工房、ヨーグルト工房などのテナントが並んでいます。

ひと通り見て回って、中庭に出てみました。
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“くつろぎ広場” と名付けられたこの中庭、とても手入れが行き届いています。
この広場ではさまざまなイベントがあり、時にはここで結婚式が行われることもあります。

その中庭にあるのが、この “足湯” です。
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いや～、気持ちが良さそうです。(*^▽^*)
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立派な藤棚があり、水路には鯉が泳いでいました。

ちょうどお昼時で少しお腹もすいたので、出口付近にある、ここに吸い寄せられました。
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“醤油フランク” と “郡上コロッケ” を買って、ちょっとだけ腹ごしらえ！
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ここは１か所目から、私のお気に入りの道の駅になりました。
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    道の駅おばあちゃん市・山岡
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■道の駅名称：　おばあちゃん市・山岡
　
■都道府県：　岐阜県
　
■道の駅の特徴
　・直径２４ｍ、日本最大の巨大な木製水車の迫力
　・標高４００ｍ、小里川ダムのダム湖の景観
　・郷土料理「おふくろの味定食」が人気！
　・高齢者の生きがいの場つくり として始まった、「市（いち）」 が前身
 
■訪問レポート


[image: ]岐阜の旅：日本一の巨大水車！“おばあちゃん市・山岡”


 訪問日：2013-03-31


 


いよいよ残るは２か所、次は
道の駅おばあちゃん市・山岡　へやってきました。
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ここは “恵那市山岡町” で、山道をかなり上ってきた “標高４００ｍ” の位置にあります。
山岡は “寒天の里” として知られ、細寒天の全国シェアは、なんと８０％もあります。
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この道の駅は、ご覧の “小里川ダム” のすぐ横に作られています。
そして最大の目玉が、これなのです。
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右手に道の駅の建物がありますが、正面に見えるのは、直径２４ｍの巨大水車で、木造水車として日本最大を誇ります。

小里川ダム整備によって水没した地域では、昔から陶土用の砕石製造の動力として、水車が使われてきました。
その水没地域の歴史を象徴する意味で、ここに巨大水車が作られたのです。

この日本一の巨大水車は、見る方向から様々な表情を見せてくれます。
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手前に石造りのアーチ橋がありますが、これが “與運橋（ようんばし）” 「通称めがね橋」 といい、市の指定文化財です。
「小里川第三発電所」 で実際に使われていたものを、ダム整備に伴う水没の前にこちらへ移設したものです。
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更に裏側から見ると、こんな表情です。
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ゆっくりと回転する水車を間近でみると、さすがに迫力があります。

ところで、テレビ東京系（あるいはＢＳジャパン）の旅番組で、“ローカル路線バス乗り継ぎの旅” というのがあります。
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太川陽介 と 蛭子能収 に女性ゲスト（マドンナ）1人を加えた3人が、日本国内にある路線バスだけを乗り継いで、3泊4日の日程内に目的地への到達を目指す珍道中なのですが、私はこれが好きで毎回見ています。

この第１２弾 “三重県松阪市～長野県松本市” の旅の中でこの “おばあちゃん市・山岡” の道の駅が登場しました。

今回に限らず、知っている場所、知っている道の駅が時々出てくるので、それも楽しみなのです。
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配置図の左上に “吊り橋” がありますが、ダム湖の上に架かっていて対岸にある “ふれあい館” に行くことができます。
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ここが、売店・食堂である “おばあちゃん市” の入口です。

“おばあちゃん市” というのは、以前からこの地域で “高齢者の生きがいの場つくり” として始まった、「市（いち）」 の名称です。

地元のおじいちゃん、おばあちゃんが丹精を込めて育てた新鮮な農作物を求めてやって来る、都市部の人たちとの交流の場なのです。
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この日は日曜日ということもあるでしょうが、とにかく賑わっていました。
そして私たちが気になっていたのが、入口で見たこの看板です。
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“おふくろの味定食” ６５０円です。

普段は時間が無くてゆっくりお昼を食べることはありませんが、今日は残り１か所であとは空港へ走るだけなので余裕があります。

早速一番奥にある食堂へ行ってみましたが・・・・・
１時過ぎという時間帯なので、ぎっしりとお客さんが座っていて、順番待ちも並んでいます。

それでも、３０分ほど付近をうろうろしてもう一度行ってみると、何とか相席で座ることができました。
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勿論頼んだのは “おふくろの味定食” 、これはご飯を、「山菜おこわ」　「ちらし寿司」　「味ご飯」 から選ぶことができ、私は山菜おこわ、嫁はちらし寿司を注文しました。

６５０円とは思えない充実した内容で満足しました。

さて、お腹も落ち着き、いよいよ次は最後の目的地です。
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    道の駅天城越え
    [image: ]


 


■道の駅名称：　天城越え
　
■都道府県：　静岡県
　
■道の駅の特徴
　・川端康成の小説「伊豆の踊子」や、松本清張の「天城越え」の舞台
　・伊豆近代文学記念館をはじめ、情報館、物産館、レストラン、ワサビの里などの施設
　・伊豆の踊り子が辿った「踊子歩道」を始め、９本のハイキングコースが作られている
　・ワサビの産地で、そのいくつもの加工品が売られている
 
■訪問レポート
[image: ]静岡・山梨の旅：伊豆の踊子の舞台！“天城越え”


 訪問日：2012-07-26


 


「伊豆のへそ」 から３０分ほど南下し
道の駅天城越え　へやってきました。
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ここは正に伊豆半島のど真ん中、“へそ” に当たる場所です。

この三島と下田を結ぶ “下田街道” の中で、ここ天城山を越える “天城峠” はその昔から旅人を苦しめる最大の難所でした。

峰を挟んだ天城六里は峻嶮な峰が “屏風のような障壁” と形容され、旅人は喘ぎ喘ぎ急坂を上り、狼の足跡に怯えながら、灯り一つない峠で苦難の旅を強いられたのです。
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これは安政２年にハリスの一行が江戸に向かう為天城峠を越えた際の様子を、ハリス自身が 「日本滞在記」 の中に記したものです。

この伊豆半島最大の難所は、明治３７年 “旧天城隧道” の完成でようやく解放されます。
川端康成の小説 “伊豆の踊子” や、松本清張の “天城越え” は、この旧天城隧道がその舞台になっています。

そして昭和４５年の新トンネル開通により、旧天城隧道はその役割を終えたのです。
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峠の小さな道の駅を想像していた私は、まずその大きさに驚きました。
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まず正面左にあるのが “昭和の森会館” というメイン施設で、その右手は “山のレストラン 緑の森” です。
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更にその右手には、“天城わさびの里” と “たけのこかあさんの店” が並んでいます。
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全体の配置はこのようになっていて、駐車場もかなりの広さですが、ほぼ埋まっていました。

配置図の左端に “井上靖旧邸” というのがありますが、これは実際に井上靖が住んでいた家屋をここへ移設したものです。
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これがメイン施設である “昭和の森会館” の玄関です。

“昭和の森” というのは昭和５３年３月、昭和天皇在位５０年を記念して、林野庁が天城峠一帯の約１６００ヘクタールの国有地を “天城山昭和の森” に指定したことで誕生しました。

いくつもの遊歩道が整備され、伊豆の踊り子が辿った “踊子歩道” を始め、９本のハイキングコースが作られています。
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“昭和の森会館” と “レストラン緑の森” は、次のような配置になっています。
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最初に目についたのは、このポスターです。
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天城越え といえば “石川さゆり” ですよね！

　隠しきれない 移り香が
　いつしかあなたに 浸みついた
　誰かに盗(ﾄ)られる くらいなら
　あなたを殺していいですか

　寝乱れて 隠れ宿
　九十九(ﾂﾂﾞﾗ)折り 浄蓮(ｼﾞｮｳﾚﾝ)の滝
　舞い上がり 揺れ堕ちる肩のむこうに
　あなた・・・山が燃える

　何があっても もういいの
　くらくら燃える 火をくぐり
　あなたと越えたい 天城越え

この歌詞にある “浄蓮の滝” は、この道の駅に来る少し手前にありました。
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ここは陶器などの民芸品などが売っていますが、その奥が “森の情報館” や “伊豆近代文学博物館”などに通じています。

博物館の方は有料ですが、既に名前の出た “川端康成” “松本清張” “井上靖” を始めとした伊豆にゆかりのある１２０名の文学者の資料や直筆原稿などが展示されています。
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そして中庭はきれいに整備されて、ブロンズ像や噴水が配置されていました。
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レストラン緑の森の手前にある売店で、ワサビ漬けを土産に買いました。
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天城はワサビの産地で、別棟に “天城わさびの里” というわさび生産者の直営店があります。
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そこには生ワサビや三杯酢などがあり、試食させて貰うととても美味しかったのですが、冷蔵しないと持ち帰れないと言われて諦めたものです。

かつて人々の往来を拒み続けたここ天城峠は、今は買い物やハイキングを楽しむ人たちの憩いの場所になっていました。
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    道の駅伊東マリンタウン
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■道の駅名称：　伊東マリンタウン
　
■都道府県：　静岡県
　
■道の駅の特徴
　・マリーナを併設し、海洋レジャーセンター基地としての機能
　・「バザール棟」「スパ棟」「ポートセンター棟」の３棟の建物で構成
　・カラフルでかわいい建物に、ショップ、レストランなど２１店舗が集結
　・「伊東マリンロード」という海岸沿いの遊歩道や「太陽のステージ」というイベント広場
 
■訪問レポート


[image: ]静岡・山梨の旅：「訪れたい道の駅」日本一！“伊東マリンタウン”


 訪問日：2012-07-26


 


２日目の旅の締めくくりは
道の駅伊東マリンタウン　です。

[image: ]
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伊豆半島のほぼ南端である下田から、東海岸を一気に走り、伊東市にやってきました。

“伊東” はご存知のように伊豆半島を代表する温泉地の一つです。
古き良き時代のレトロな温泉街の街並みを残し、新しい近代的な建物も立並ぶ元気な町です。

そして市内にいくつもの漁港をもち、水揚げされたばかりの新鮮な海の幸を堪能することのできる町でもあります。
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下田の道の駅から５５ｋｍ、１時間１７分で到着しました。
道の駅伊東マリンタウンは、交通量の多い国道１３５号沿いにあります。
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まず驚いたのがその建物のカラフルさです。
到着したのが１７時２０分でしたから、ちょうど正面に夕陽があたって、そのカラフルさが引き立ちます。
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このようなカラフルでメルヘンチックな建物というのは、見るだけで気分が楽しくなります。
そしてこの道の駅は海辺にありますから、そぐ裏側がヨットハーバーになっているのです。
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海辺には “伊東マリンロード” という遊歩道があり、その途中には “太陽のステージ” というイベント広場があります。
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そのイベント広場から写した道の駅の裏側がこれですが、やっぱり表も裏もきれいです。
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これが道の駅の全体配置ですが、図面の上が海側で、伊東マリンロードがありますね。
建物部分は、このように左手から “バザール棟” “スパ棟” “ポートセンター棟” に分かれています。
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この部分、左が “バザール棟” 、右が “スパ棟” です。
更に右手にある “ポートセンター棟” は、このような内部です。
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つまり、遊覧船の乗り場なのです。

ヨットハーバーの端に遊覧船の乗り場があるのですが、ここからは
　●海中展望船・はるひら丸イルカ号
　●海賊遊覧船・ゆーみんパイレーツ
などが就航しています。
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これも楽しそうですね。
まん中の “スパ棟” はこのようになっています。
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ここは１階が “伊豆高原ビール” のレストランとショップ、２階が温泉施設です。
ちょっとだけ覗きましたが、ビールを飲む訳にいかないのでここはパス！

一番左の “バザール棟” がこれです。
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ここは１階がショッピングモールで、２階がレストラン街です。
ここには２１店舗がはいっているそうです。

道の駅スタンプは、バザール館に隣接した “観光案内所” にありましたが、いつもの登録証は見つかりませんでした。

２０１０年９月に発行された週刊文春で、“読者が選ぶ 「訪れたい道の駅」” という特集記事で、ここ “道の駅伊東マリンタウン” は見事日本一に選ばれたのですが、なるほどと納得できました。

ここは、クルージングも含めて半日遊んでも飽きないだろうと思います。
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    道の駅あかばねロコステーション
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■道の駅名称：　あかばねロコステーション
　
■都道府県：　愛知県
　
■道の駅の特徴
　・オレンジ色の建物に２階の開放的な展望デッキ
　・「赤羽根海岸」の美しい砂浜と太平洋が眼下に広がる
　・サーフィンの世界大会が開催されるサーフィンのメッカ
　・大あさりをはじめとする海の幸など特産品の品揃え
 
■訪問レポート


[image: ]愛知・三重の旅：全国有数のサーフポイント！“あかばねロコステーション”


 訪問日：2012-03-22


 


いよいよ渥美半島に入ってやってきたのは
道の駅あかばねロコステーション　です。
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地図に向かって左側が中部国際空港セントレアのある “知多半島”
右側が “渥美半島” ですね。

渥美半島には３つの道の駅がありますが、最初の道の駅あかばねロコステーションまで、潮見坂から５０分ほどかかりました。

“田原市赤羽根町”に は太平洋を望む “赤羽根海岸” が広がっています。
赤羽根海岸は全国有数のサーフポイントであり、世界大会も開かれます。

サーファーの方なら誰でも知っているサーフィンのメッカということになります。
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オレンジ色のこの道の駅、とっても目立ちます。
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真っ青な空にこのオレンジ色はとっても似合います。
ご覧の通りこの日も、ほとんど雲のないすっきりと晴れ渡った快晴です。

[image: ]
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道の駅の正面は太平洋ですが、建物の裏手の入江には赤羽根漁港があります。
早速中に入ってみます。
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ここはすごく大きな売り場で、魚介類をはじめさまざまな商品が並んでいます。
サーフィンの本場だけあって、サーフショップも入っています。

[image: ]

これは “大あさり” ですが、私たちが普段目にするあさりの数倍は大きいです。
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こんな、あさりの体が書いてありましたが、あまりに細かくリアルに書いてあると、なんだか食べにくくなりますね。(￣Д￣；；

ここで少し買い物をしたあと、２階にあがってみました。
２階へは階段と、車いすでも上れるようにスロープがあります。

２階は、広い展望デッキになっているのです。
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駐車場の先は公園のようであり、その向こうに太平洋が一望できる恵まれたロケーションです。

ここは２００９年３月にオープンしたまだ新しい道の駅ですが、その景観や店舗の規模からみて人気が更に上がってゆくだろうと思います。
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    道の駅伊良湖クリスタルポルト
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■道の駅名称：　伊良湖クリスタルポルト
　
■都道府県：　愛知県
　
■道の駅の特徴
　・渥美半島最先端へのドライブコースの絶景（恋路ヶ浜など）
　・春は菜の花畑の連続するコース
　・鳥羽へのフェリーターミナルと道の駅が一体になっている。
　・ヤシの実博物館、レストラン、土産物コーナーなど充実した施設
 
■訪問レポート


[image: ]愛知・三重の旅：渥美半島の先端！“伊良湖クリスタルポルト”


 訪問日：2012-03-22


 


渥美半島を先端付近まで走ると
道の駅伊良湖クリスタルボルト（いらご）　に到着します。
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ここ “田原市伊良湖町” から伊良湖水道を挟んだ対岸の “鳥羽” へフェリーが出ており、道の駅はその旅客ターミナルを兼ねています。
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車両の乗船入口もすぐ目の前にあります。
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地図で見るとこのようになりますが、“伊勢湾フェリー” が渥美半島先端と伊勢志摩の玄関口である鳥羽をわずか “５５分” で就航しています。

伊勢志摩が目的地であれば、陸上を走るよりはるかに時間短縮になりますね。
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ご覧のように、“伊良湖旅客ターミナル” と “道の駅” の両方の表示がここにはあります。
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玄関から入ったところが、この建物の２階です。
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階段を１階に降りたところが旅客のフェリー乗り場で、そこには “やしの実博物館” があります。
３階は “レストラン花岬” です。

そしてここ２階には、ロビーやきっぷ売場があります。
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道の駅スタンプは、このきっぷ売場のすぐそばに置いてありました。
この２階には更に、かなり広い土産品売り場があります。
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ここにはマスクメロンが海がめに変身する “カメロン” なるオリジナル商品も！(^∇^)
そして休憩所からは、実際に停泊しているフェリーが目の前に見えます。

[image: ]

[image: ]

これが鳥羽と結んでいる “伊勢湾フェリー” です。
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そしてこちらは、知多半島に就航している名鉄フェリーの “フラワーライン” です。
他にも、神島港と１５分で結ぶ “神島観光船” がこの港から出ています。

この渥美半島自体観光資源に恵まれた場所ですが、更にここを拠点として船旅を楽しむのも良いだろうな、と思います。

さて、ここから再び渥美半島を戻るのですが、途中とても美しい景色に遭遇しました。
次回はそれを紹介しようと思います。
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[image: ]愛知・三重の旅：渥美半島の絶景！


 


渥美半島の先端伊良湖から次の道の駅 “田原めっくんはうす” へ戻る途中に出会った絶景を今回はご紹介します。
それが “恋路ヶ浜” と “伊良湖菜の花ガーデン” です。
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“伊良湖クリスタルポルト” から “田原めっくんはうす” に向かうには、半島の北側を走る国道２５９号を辿るルートと、半島南側の国道４２号をあかばねの方へ戻るルートの二つがあります。

国道４２号ルートの方が若干近いらしく、ナビの指示に従って今来た道を戻りました。
戻り始めて間もなく、来るときには気がつかなかった美しい海岸線が眼下に広がってきました。
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丁度道路脇にバス停があり、数台停められるスペースがあったので停車しました。

[image: ]

このバス停、“無料シャトルバス” って書いてますね。
そういえば伊良湖の道の駅で、それらしいバスが停まっていたように思います。

道路を渡った先に下へ下りる小さな歩道がありました。
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そこからの眺めがこの海岸なのですが、ここは “恋路ヶ浜” という実にロマンチックなネーミングの海岸なのです。

１ｋｍにわたるこの浜は “恋人の聖地” にも選ばれたデートスポットなのですが、最近命名されたのではなく、江戸時代の和歌にも “恋路ヶ浦” として詠まれています。

ここには悲しい伝説が残っています。
許されぬ恋をした高貴な男女が都からこの地に逃げてきたのですが見つかってしまい、女はこの恋路ヶ浜に、男は裏の浜に引き離されてしまいました。
悲しみのあまり二人とも病気になり、互いの無事を確かめるために大きな声で呼び合っていたのですが、ついに声が絶えてしまいます。

亡くなった後、女は 「女貝」 に、男は 「ミル貝」 になったといわれています。

歩道が更に下に伸びているので下ってみました。
すると小さな公園になっていて、石碑などが建っています。
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島崎藤村の “椰子の実” の石碑があり、このような説明がありました。
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北マリアナ諸島ロタ島から流した椰子の実の１個がここへ流れ着いたので、記念として植樹したという内容ですね。

そしてここがまた、絶景なのです。
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岩礁には海鳥がいっぱいいますね。
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さて遠州灘の雄大な景色を堪能して再び走り始めると、今度は広大な菜の花畑が広がってきました。
渥美半島は元々菜の花畑が多いところなのですが、この恋路ヶ浜にほど近いところに “伊良湖菜の花ガーデン” というのがあります。

丁度この日は “菜の花まつり” が開催されていたのです。
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今月のスキンにも使っていますが、ずらっと並べてみますね！
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おっと、ちょっとしつこいのでこの位に・・・。(^_^;)

この菜の花ガーデン、４ｈａの広さがあり、１２００万本の菜の花が咲き誇ります。
開花時期は１月から３月までで、夜はライトアップもされるそうです。

常春といわれる渥美半島ならではの風景でしょうね。




 













    道の駅紀宝町ウミガメ公園
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■道の駅名称：　紀宝町ウミガメ公園
　
■都道府県：　三重県
　
■道の駅の特徴
　・道の駅の前の熊野灘「井田海岸」が「アカウミガメ」の産卵地
　・「ウミガメ資料館」と「ウミガメプール」を併設 
　・ウミガメプールでは目の前を泳ぐ大きなウミガメを観察できる
　・三重県の最南端で和歌山県との県境にあり、熊野三山にも近い
 
■訪問レポート


[image: ]愛知・三重の旅：泳ぐ海がめに出会う！“紀宝町ウミガメ公園”


 訪問日：2012-03-24


 


次は、わずか４ｋｍしか離れていない
道の駅紀宝町ウミガメ公園　にやってきました。
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ここは８時半のオープンですから既に開いています。
そして、昨日一日中降り続いた雨が嘘のように、今日は朝から上天気です。

国道４２号沿いに、この目立つウミガメのモニュメントがあります。

道の駅の前の熊野灘 “井田海岸” には毎年５月下旬から８月上旬にかけて “アカウミガメ” が産卵にやってくるのです。
“南牟婁郡紀宝町” では全国で初めて “ウミガメ保護条例” が制定され、ウミガメ保護監視員の皆さんが海岸のパトロールを実施しています。
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道の駅は中央に道の駅本体の建物があり、左手青い部分は　“ウミガメ資料館” と “ウミガメプール” です。
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道の駅本体を拡大するとこのようになっています。
中央入口から入って右手、情報提供休憩コーナーに道の駅スタンプはありました。
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スタンプは先客がありました。（笑）
ここは２階が軽食コーナー、３階は展望テラスになっています。
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１階の物産館にはさすがにまだお客は少なく、果物類の運びこみや陳列をやっている最中でした。

この時間、まだ９時前なのでがらんとしていますが、午後から再び立ち寄った時には駐車場はほぼ満杯、お店の中もごった返しの状態でした。
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国道から入った左手には、先程紹介した “ウミガメ資料館” があります。
そして更にその先にあるのが “ウミガメプール” です。
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こちらは９時からなのでまだ開いていません。
でもせっかくここまで来てウミガメを見らずに帰る訳にはいきませんから、午後からの帰路にもう一度立ち寄りました。

それがこちらの写真です。
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ウミガメ資料館は資料の他、ウミガメグッツを販売しており、こんなバカでっかい “オサガメ” のはく製があります。
ガラスケースの上に乗っている普通のウミガメと比べてその大きさが分かりますね。

そしてウミガメプールの方へ行ってみると　・・・・・。
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ウミガメが跳ねるとバシャ、と水しぶきがかかります。

ここには直径６ｍと３ｍの大小二つの水槽があります。
写真はありませんが、階段を下りて行くと水槽の中を横から見ることもできます。
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アカウミガメは一度に１２０個ほどの卵を産みます。
産んだあとには丁寧に砂をかけて覆い、卵を狙う鳥たちを欺く為に、他の場所にも穴を掘るのだそうです。

産卵から６０日前後で卵を割って子ガメが生まれます。
地中から這い出すのに３日から７日もかかり、地上に出ると一目散に海に向かって走ります。

海に出た子ガメは黒潮にのって餌の豊富なカリフォルニア沖を目指します。
再びそのウミガメが日本に戻ってくるのは１０年から２０年後であり、無事に大人になれる子ガメは５０００匹の内の１匹なのだそうです。

壮大な命の営みに、神秘さを感じます。
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